
45

は
じ
め
に

二
〇
一
一
〔
平
成
二
三
〕
年
、
テ
レ
ビ
は
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
を
終
了

し
、
新
た
な
段
階
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
メ
デ
ィ
ア
が
日
本
の

戦
後
を
象
徴
し
、
戦
後
を
通
じ
て
わ
た
し
た
ち
の
日
常
の
一
部
と
な
っ
て

い
っ
た
こ
と
は
も
は
や
言
う
ま
で
も
な
い
。
一
九
五
三
〔
昭
和
二
八
〕
年
二

月
、
日
本
放
送
協
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
が
テ
レ
ビ
の
本
放
送
を
開
始
し
、
同
年
八

月
に
は
民
間
放
送
の
日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
（
Ｎ
Ｔ
Ｖ
）
も
開
局
、
朝
鮮
戦
争

を
契
機
と
し
た
「
神
武
景
気
」
に
よ
る
経
済
復
興
を
背
景
に
、
一
九
五
九

〔
昭
和
三
四
〕
年
の
皇
太
子
結
婚
の
儀
の
際
に
は
テ
レ
ビ
受
像
機
の
普
及
が

進
み
、
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
が
「
三
種
の
神
器
」
と
呼
ば
れ
た
。

一
九
六
〇
〔
昭
和
三
五
〕
年
に
は
カ
ラ
ー
本
放
送
が
開
始
さ
れ
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
史
上
初
の
衛
星
中
継
が
行
わ
れ
た
一
九
六
四
〔
昭
和
三
九
〕
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
テ
レ
ビ
受
像
機
の
普
及
を
さ
ら
に
進
め
る
に
至
っ

た
。
一
九
七
〇
年
代
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
カ
ラ
ー
契
約
数
が
白
黒
の
そ
れ
を
上
回

る
よ
う
に
な
り
、
カ
ー
、
ク
ー
ラ
ー
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
受
像
機
の
３
Ｃ
が

「
新
三
種
の
神
器
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
は

そ
の
普
及
率
も
一
〇
〇
％
近
く
に
及
ん
で
い
る（
１
）。

こ
う
し
た
経
緯
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
た
し
た
ち

の
日
常
と
化
し
た
テ
レ
ビ
文
化
と
日
本
近
現
代
文
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
考

え
た
研
究
は
あ
ま
り
な
い
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
文
学
作
品
の
整
理
に

努
め
た
江
藤
茂
博
『
映
画
・
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
原
作
文
芸
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
』（
勉

誠
出
版  

二
〇
〇
五
〔
平
成
一
七
〕
年
七
月
）
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
が
活

か
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
寺
山
修
司
や
松
本
清
張
、
安
部
公
房

ら
と
テ
レ
ビ
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
る
に
留
ま
っ
て
い

る（
２
）。

そ
の
全
体
像
に
迫
ろ
う
と
し
た
も
の
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所

メ
デ
ィ
ア
研
究
部
の
米
倉
律
「
文
学
者
達
が
論
じ
た
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
〜
草

創
期
の
放
送  
そ
の
可
能
性
は
ど
う
語
ら
れ
て
い
た
か
〜
」（『
放
送
研
究
と

一

作
家
が
見
た
テ
レ
ビ

　
　
　
　

─
可
能
性
と
し
て
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
─

瀬　

崎　

圭　

二

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
戦
後
、
文
学
、
テ
レ
ビ
、
佐
々
木
基
一
、
椎
名
麟
三
、
野
間
宏
、
安
部
公
房
、『
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
』
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二

調
査
』
二
〇
一
一
〔
平
成
二
三
〕
年
一
二
月
）
が
あ
る
程
度
だ
。
一
九
八
〇

年
代
以
降
、
メ
デ
ィ
ア
論
の
視
座
を
取
り
入
れ
た
日
本
近
現
代
文
学
研
究

は
、
雑
誌
、
新
聞
、
ラ
ジ
オ
、
映
画
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
と
日
本
近
現
代
文
学

の
関
係
を
問
い
続
け
て
い
る
が
、
専
門
的
な
レ
ベ
ル
で
の
テ
レ
ビ
と
文
学
と

の
関
係
を
め
ぐ
る
体
系
的
な
研
究
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
受
け
て
、
本
稿
で
は
、
テ
レ
ビ
文
化
が
波
及
し
て

い
っ
た
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
六
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
文
学
者
た
ち
の
テ

レ
ビ
受
容
と
、
テ
レ
ビ
文
化
と
の
接
点
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。
む
ろ
ん
、

一
九
五
七
〔
昭
和
三
二
〕
年
に
大
宅
壮
一
が
「
一
億
総
白
痴
化
」
を
促
す
も
の

と
し
て
テ
レ
ビ
を
批
判
し
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に（
３
）、
こ
の
時
期
の
知
識

人
、
文
化
人
の
テ
レ
ビ
に
対
す
る
見
方
は
概
し
て
厳
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
に
期
待
を
寄
せ
た
文
学
者
も
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
文
学
者
た
ち
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
制
作
と
い

う
形
で
世
に
現
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。
そ
れ
を
問
い
直
す
こ
と
は
、
わ
た
し

た
ち
の
日
常
に
浸
透
し
て
い
る
現
在
の
テ
レ
ビ
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と
は
異
な
る

形
が
存
在
し
た
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

一
、
作
家
た
ち
の
テ
レ
ビ
視
聴
と
テ
レ
ビ
出
演

文
学
者
た
ち
と
テ
レ
ビ
と
の
関
係
は
様
々
な
レ
ベ
ル
に
及
ぶ
が
、
ま
ず

は
、
明
治
、
大
正
期
に
活
動
を
開
始
し
、
戦
後
ま
で
存
命
で
あ
っ
た
文
学
者

た
ち
の
テ
レ
ビ
受
容
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
い
わ
ゆ
る
〝
文
豪
〞
た

ち
は
こ
の
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
そ
の
日
常
に
お
い

て
テ
レ
ビ
と
ど
の
よ
う
に
接
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
著
名
人
と
し

て
求
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
テ
レ
ビ
出
演
に
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
だ
ろ

う
か
。

既
に
北
村
充
史
が
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に（
４
）、

一
九
五
七
〔
昭
和
三
二
〕
年

三
月
三
一
日
付
『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
の
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
番
組
表
に
接
し

た
「
休
憩
室
」
と
い
う
コ
ラ
ム
に
は
、「
文
壇
の
両
大
家
＝＝
テ
レ
ビ
を
語
る
」

と
い
う
見
出
し
で
、
志
賀
直
哉
と
谷
崎
潤
一
郎
の
談
話
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
志
賀
の
「
小
僧
の
神
様
」
と
谷
崎
の
「
細
雪
」
が
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
化
さ
れ
た（
５
）
の
を
き
っ
か
け
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
で
、「
原
作
者
の
大
家
た

ち
の
よ
く
見
る
テ
レ
ビ
番
組
」
を
紹
介
し
て
い
る
。

志
賀
氏  

相
撲
が
好
き
だ
か
ら
ね
、
相
撲
の
実
況
は
ほ
と
ん
ど
欠
か

さ
ず
に
み
て
い
る
よ
。
そ
れ
と
映
画
だ
ね
。「
名
犬
リ
ン
チ
ン
チ
ン
」
っ

て
い
う
の
や「
口
笛
を
吹
く
男
」な
ん
か
面
白
い
ね
。
そ
れ
と「
こ
ん
に
ゃ

く
問
答
」
は
ボ
ク
は
好
き
だ
な
。
あ
れ
は
無
声
、
金
語
楼
二
人
の
即
席

の
掛
合
い
話
で
し
ょ
。
時
々
〝
う
ま
い
な
あ
〞
と
感
心
す
る
こ
と
が
あ

る
ね
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
？  

あ
ま
り
見
て
な
い
。

谷
崎
氏  

ス
ポ
ー
ツ
の
中
継
っ
て
い
う
の
は
大
き
ら
い
だ
な
。
野
球

の
ナ
イ
タ
ー
が
は
じ
ま
る
と
見
る
も
の
が
な
く
て
ハ
ラ
が
立
つ
。

ニ
ュ
ー
ス
は
新
聞
の
代
り
に
見
る
。
目
が
悪
く
な
っ
た
か
ら
こ
の
方
が

手
取
り
早
い
や
。
あ
と
は
舞
台
中
継
と
か
映
画
か
な
。
結
構
退
屈
し
の

ぎ
に
見
て
る
な
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ん
か
見
て
な
い
な
。
武
智
ア
ワ
ー

か
。
あ
れ
は
見
た
こ
と
が
あ
る
が
面
白
く
な
か
っ
た
な
。
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三

志
賀
が
好
ん
だ
「
名
犬
リ
ン
チ
ン
チ
ン
」（
Ｎ
Ｔ
Ｖ
）
や
「
口
笛
を
吹
く

男
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
は
ア
メ
リ
カ
の
テ
レ
ビ
映
画
で
あ
り（
６
）、「
こ
ん
に
ゃ
く
問
答
」

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
は
徳
川
無
声
と
柳
家
金
語
楼
が
ご
隠
居
と
八
っ
つ
あ
ん
に
扮
し

て
世
相
を
切
っ
た
テ
レ
ビ
漫
談
で
あ
る（
７
）。

谷
崎
が
「
面
白
く
な
か
っ
た
」
と

述
べ
る
「
武
智
鉄
二
ア
ワ
ー
」（
Ｎ
Ｔ
Ｖ
）
だ
が
、
武
智
鉄
二
は
一
九
五
一

〔
昭
和
二
六
〕
年
八
月
に
谷
崎
の
戯
曲
「
恐
怖
時
代
」
を
、
一
九
五
五
〔
昭

和
三
〇
〕
年
七
月
に
は
「
法
成
寺
物
語
」
を
上
演
し
て
い
た
関
係
で
谷
崎
の

信
頼
は
厚
く（
８
）、

こ
の
と
き
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
「
細
雪
」
も
武
智
の
演

出
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た（
９
）。

ち
な
み
に
、
当
時
、
武
智
鉄
二
の
他
に
も
、
Ｎ

Ｔ
Ｖ
で
は
獅
子
文
六
ア
ワ
ー
、
久
保
田
万
太
郎
ア
ワ
ー
、
村
上
元
三
ア
ワ
ー

な
ど
の
シ
リ
ー
ズ
が
放
映
さ
れ
て
い
た）
10
（

。

志
賀
直
哉
は
、
日
常
的
に
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
こ
と
が
先
の
発
言
か
ら
分

か
る
が
、
テ
レ
ビ
へ
の
出
演
に
は
極
め
て
消
極
的
だ
っ
た
。
一
九
五
九
（
昭

和
三
四
）
年
に
開
局
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
の
番
組
「
日
本
の
文
学
」
に

出
演
し
た
の
が
最
初
で
あ
る
と
い
う
が
、
開
局
翌
年
の
元
旦
に
放
送
さ
れ
た

志
賀
直
哉
の
回
に
本
人
の
出
演
を
実
現
す
る
の
に
は
、
大
変
な
苦
労
が
あ
っ

た
こ
と
を
関
係
者
が
回
想
し
て
い
る）
11
（

。
テ
レ
ビ
出
演
は
好
ま
な
か
っ
た
志

賀
だ
が
、
テ
レ
ビ
視
聴
は
日
課
と
し
て
い
た
よ
う
で
、
一
九
六
五
〔
昭
和

四
〇
〕
年
二
月
二
〇
日
付
『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
の
文
化
欄
「
最
近
の
志
賀
直

哉
氏
」
と
い
う
記
事
に
は
、「
テ
レ
ビ
が
、
楽
し
み
の
一
つ
。
志
賀
氏
は
毎

朝
、
新
聞
の
テ
レ
ビ
欄
に
赤
イ
ン
ク
で
①
②
③
と
番
号
を
つ
け
、
そ
の
順
序

で
見
た
い
番
組
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
ま
わ
す
。
ド
ラ
マ
「
う
ず
潮
」
の
フ
ァ
ン

だ
」
と
晩
年
の
生
活
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
う
ず
潮
」
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
放
送

し
て
い
た
林
芙
美
子
原
作
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
で
あ
る）
12
（

。

谷
崎
潤
一
郎
も
テ
レ
ビ
を
よ
く
見
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
谷
崎
は

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
触
れ
た
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
、
し
ば
し
ば
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
や
俳
優
た
ち
の
言
葉
づ
か
い
、
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
苦
言
を

呈
し
て
い
る）
13
（

。
や
は
り
テ
レ
ビ
出
演
も
何
度
か
こ
な
し
て
お
り
、
例
え
ば
、

一
九
五
九
〔
昭
和
三
四
〕
年
一
一
月
二
日
の
午
後
七
時
三
〇
分
か
ら
八
時
に

か
け
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ
れ
た
「
こ
こ
に
鐘
は
鳴
る
」
と
い
う
番
組
で
は
、

谷
崎
の
小
学
校
時
代
の
恩
師
稲
葉
清
吉
の
夫
人
と
対
面
し
て
い
る）
14
（

。

志
賀
が
出
演
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
の
番
組
「
日
本
の
文
学
」
に
は
多
く
の
近

代
作
家
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
志
賀
同
様
、
本
人
が
出
演
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
他
に
も
、
正
宗
白
鳥
、
武
者
小
路
実
篤
、
里
見
弴
、
宇
野
浩
二
、
吉

井
勇
、
佐
藤
春
夫
、
久
保
田
万
太
郎
、
広
津
和
郎
、
山
本
有
三
、
川
端
康

成
が
出
演
を
果
た
し
て
い
る）
15
（

。
正
宗
白
鳥
に
は
「
テ
レ
ビ
ジ
ヨ
ン
」（『
毎
日

新
聞
』
朝
刊  

一
九
五
六
〔
昭
和
三
一
〕
年
九
月
二
一
日
）
と
い
う
エ
ッ
セ

イ
が
あ
り
、
歌
舞
伎
や
自
作
脚
本
の
上
演
の
テ
レ
ビ
放
映
を
き
っ
か
け
に
テ

レ
ビ
に
接
す
る
機
会
が
で
き
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
か
ら

は
、
テ
レ
ビ
と
ス
ポ
ー
ツ
中
継
の
親
和
性
を
め
ぐ
る
指
摘
や
、
テ
レ
ビ
の
映

像
を
「
ま
ぼ
ろ
し
」
や
「
幻
影
」
と
捉
え
る
感
性
、
自
身
が
テ
レ
ビ
に
映
る

こ
と
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
感
性
が
う
か
が
え
る
。
同
じ
く
「
日
本
の
文

学
」
に
出
演
し
た
里
見
弴
や
吉
井
勇
、
久
保
田
万
太
郎
は
テ
レ
ビ
出
演
し
た

だ
け
で
な
く
、
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
の
脚
本
を
担
当
し
て
い
た
経
緯
か
ら
か
、
テ
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四

レ
ビ
ド
ラ
マ
の
脚
本
も
執
筆
し
た
。

川
端
康
成
も
テ
レ
ビ
出
演
に
あ
ま
り
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
が）
16
（

、

前
記
の
「
日
本
の
文
学
」
に
出
演
し
た
他
、
川
端
原
作
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ

レ
ビ
小
説
「
た
ま
ゆ
ら
」
に
出
演
し
、
台
詞
も
口
に
し
て
い
る）
17
（

。
川
端
が

一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
に
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
際
に
は
、
本

人
と
伊
藤
整
、
三
島
由
紀
夫
が
出
演
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
特
別
番
組
「
川
端
康
成

氏
を
囲
ん
で
」
や）
18
（

、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
番
組
「
土
曜
パ
ー
ト
ナ
ー
」
で
の
芥
川
也
寸

志
と
の
対
談
も
放
送
さ
れ
た
他）
19
（

、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
の
授
賞
式
の
様
子
も

宇
宙
中
継
で
放
映
さ
れ
た）
20
（

。
志
賀
同
様
、
テ
レ
ビ
出
演
に
は
消
極
的
だ
が
、

川
端
も
家
で
は
テ
レ
ビ
を
よ
く
見
て
い
た
そ
う
だ）
21
（

。

左
派
陣
営
の
中
野
重
治
も
テ
レ
ビ
に
関
心
を
持
っ
て
お
り
、「
テ
レ
ビ
の
上

で
」（『
炭
労
新
聞
』
一
九
六
〇
〔
昭
和
三
五
〕
年
二
月
一
四
日
）
で
は
、「
テ

レ
ビ
で
は
何
が
一
ば
ん
面
白
い
か
。
や
は
り
そ
れ
は
角
力
だ
」
と
テ
レ
ビ
の

「
た
の
し
み
」
を
語
っ
た
上
で
、
テ
レ
ビ
が
映
し
出
す
「
炭
鉱
災
害
の
場
面
」

を
通
じ
て
日
本
政
府
へ
の
批
判
を
展
開
し
て
い
る
。「
テ
レ
ビ
と
テ
レ
ヴ
ィ
」

（『
群
像
』
一
九
六
一
〔
昭
和
三
六
〕
年
三
月
）
で
も
、
安
保
反
対
闘
争
や
三

池
闘
争
、
コ
ン
ゴ
の
パ
ト
リ
ス
・
ル
ム
ン
バ
の
姿
を
映
し
出
す
ニ
ュ
ー
ス
映

像
を
評
価
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
、
と
く
に
角
力
」
を
よ
く
見
る
と
記
す
一
方
で
、

一
般
人
を
侮
辱
す
る
よ
う
な
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
姿
に
不
快
を
感
じ
て
も
い
る
。

同
じ
く
佐
多
稲
子
は
、
一
九
六
一
〔
昭
和
三
六
〕
年
一
〇
月
三
〇
日
に
Ｎ
Ｅ

Ｔ
テ
レ
ビ
で
午
後
九
時
か
ら
九
時
一
五
分
ま
で
放
送
さ
れ
た
「
お
ん
な
の
座
」

に
ゲ
ス
ト
出
演
し
て
お
り
、
そ
の
半
生
が
紹
介
さ
れ
た
後
、
ス
タ
ジ
オ
で
中

国
文
学
者
の
奥
野
信
太
郎
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
い
る）
22
（

。

文
芸
評
論
家  

小
林
秀
雄
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
テ
レ
ビ
」（『
朝
日
新
聞

Ｐ
Ｒ
版
』
一
九
六
四
〔
昭
和
三
九
〕
年
一
一
月
一
日）
23
（

）
は
、「
こ
ん
な
に
熱

心
に
、
テ
レ
ビ
を
見
た
事
は
、
は
じ
め
て
だ
」
と
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
テ

レ
ビ
観
戦
に
熱
中
す
る
「
意
外
な
」
自
己
を
語
っ
て
い
る
。
現
代
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
も
ホ
イ
ジ
ン
ガ
の
言
う
「
遊
戯
す
る
人
間
」
が
や
は
り
見
ら
れ
る

と
し
、
そ
れ
を
映
し
出
す
テ
レ
ビ
を
「
た
か
が
小
さ
な
硝
子
板
に
映
し
出
さ

れ
た
カ
メ
ラ
に
よ
る
模
写
で
あ
る
」
と
軽
視
し
つ
つ
も
、「
こ
の
抽
象
的
な

映
像
は
生
き
て
ゐ
る
」
と
い
う
の
だ
。

そ
の
自
立
し
た
抽
象
性
が
、
私
を
、
静
か
な
感
銘
に
誘
ひ
込
む
。
場
内

の
昂
奮
か
ら
自
由
に
な
つ
て
ゐ
る
私
の
視
力
を
、
カ
メ
ラ
の
技
術
的
視

力
が
援
助
し
て
く
れ
る
。
私
は
、
競
技
す
る
人
間
の
、
肉
体
に
よ
る
表

現
力
を
満
喫
し
た
。

お
そ
ら
く
「
私
の
視
力
」
は
、
競
技
場
を
客
観
視
で
き
る
よ
う
な
位
置
に

あ
る
の
だ
ろ
う
が
、「
カ
メ
ラ
の
技
術
的
視
力
」
は
「
私
」
を
「
援
助
」
す

る
こ
と
で
、「
昂
奮
」
で
は
な
く
「
感
銘
に
誘
ひ
込
む
」。「
私
」
に
は
、
テ

レ
ビ
の
画
面
に
映
し
出
さ
れ
る
選
手
の
姿
は
、
実
物
と
し
て
の
具
体
性
を

も
っ
て
立
ち
現
れ
る
の
で
は
な
く
、「
競
技
す
る
人
間
の
、
肉
体
に
よ
る
表

現
力
」
と
い
う
「
自
立
し
た
抽
象
性
」
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
テ
レ
ビ

は
直
接
的
、
具
体
的
に
対
象
を
映
し
出
す
装
置
と
し
て
捉
え
ら
れ
や
す
い

が
、
こ
こ
に
感
じ
取
ら
れ
る
そ
の
「
抽
象
性
」
は
、
そ
れ
故
に
「
私
」
に

「
感
銘
」
を
生
み
出
し
て
い
く
の
だ
。
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五

そ
し
て
「
私
」
が
目
に
す
る
画
面
は
「
或
る
外
国
の
女
子
選
手
」
を
映

し
出
し
、
そ
の
「
緊
張
し
た
表
情
と
切
迫
し
た
動
作
」
に
対
す
る
解
説
者

の
「
口
の
中
は
カ
ラ
カ
ラ
な
ん
で
す
よ
」
と
い
う
声
に
、
ま
た
も
「
私
」
は

「
異
様
な
感
動
」
を
受
け
る
。「
私
」
の
「
全
身
が
視
覚
と
な
る
」
ほ
ど
に
選

手
の
全
て
を
映
し
出
す
テ
レ
ビ
画
面
に
は
、「
孤
独
だ
と
か
、
自
分
と
の
闘

ひ
だ
と
か
、
そ
ん
な
文
学
的
常
套
語
」
が
追
い
つ
か
ず
、
逆
に
、
あ
の
「
口

の
中
は
カ
ラ
カ
ラ
な
ん
で
す
よ
」
と
い
う
解
説
者
し
か
知
り
得
よ
う
の
な

い
説
明
が
感
動
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
こ
の
解
説
者
の
素
朴
な
説
明
が
、

「
私
」
が
慣
れ
親
し
ん
だ
「
文
学
的
常
套
句
」
を
脱
臼
し
、
異
化
さ
れ
た
表

現
と
し
て
「
私
」
に
届
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
テ
レ
ビ
」
と
い
う
記
述
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
映
し

出
す
テ
レ
ビ
画
面
を
見
る
「
私
」
と
、
そ
の
印
象
を
書
く
「
私
」
の
同
時
性

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
、
テ
レ
ビ
の
映
像
と
文
学
表
現
と
の
対
照
を
交

え
な
が
ら
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
テ
レ
ビ
で
見
る
と
い
う
行
為
を
批
評
と
し
て

成
立
さ
せ
て
い
る
。
テ
レ
ビ
の
解
説
者
の
声
は
「
ブ
ラ
ウ
ン
管
上
の
映
像
が

口
を
利
い
た
」
と
「
私
」
に
感
じ
さ
せ
、
こ
こ
で
の
テ
レ
ビ
は
「
全
身
が
視

覚
と
な
る
」
よ
う
な
感
覚
を
与
え
る
ほ
ど
「
私
」
を
吸
収
し
、
批
評
的
ス
タ

ン
ス
に
立
つ
者
に
も
圧
倒
的
な
視
覚
性
を
も
た
ら
し
て
い
る
。「
た
か
が
小

さ
な
硝
子
板
に
映
し
出
さ
れ
た
カ
メ
ラ
に
よ
る
模
写
」
と
は
、
そ
れ
故
に

「
簡
明
、
正
確
、
充
実
」
と
い
う
語
で
語
ら
れ
る
選
手
の
表
情
や
肉
体
を
写

し
取
り
、
批
評
す
る
「
私
」
を
半
ば
忘
却
さ
せ
る
の
だ
。
む
ろ
ん
、
こ
こ
に

は
ス
ポ
ー
ツ
と
肉
体
表
現
の
現
前
性
に
対
す
る
美
学
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
が
、
文
学
者
の
日
常
に
テ
レ
ビ
と
い
う
視
聴
覚
装
置
が
配
置
さ

れ
な
け
れ
ば
、
こ
う
し
た
感
性
＝
記
述
は
決
し
て
生
じ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
戦
前
か
ら
活
躍
す
る
作
家
の
テ
レ
ビ
出
演
や
テ
レ
ビ
視
聴

の
例
に
つ
い
て
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
の
は
そ
の
ほ
ん

の
一
端
に
過
ぎ
な
い
が
、
戦
後
ま
で
存
命
だ
っ
た
作
家
た
ち
が
出
演
を
果
た

し
た
テ
レ
ビ
番
組
は
重
要
な
研
究
資
料
と
な
り
得
る
だ
ろ
う
し
、
作
家
の
日

常
の
な
か
に
も
テ
レ
ビ
が
浸
透
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
な
か

で
、
テ
レ
ビ
を
単
に
娯
楽
と
し
て
視
聴
し
た
作
家
も
い
れ
ば
、
正
宗
白
鳥
の

よ
う
に
「
ま
ぼ
ろ
し
」
や
「
幻
影
」
と
捉
え
た
作
家
、
中
野
重
治
の
よ
う
に

テ
レ
ビ
を
通
じ
た
批
評
的
エ
ッ
セ
イ
を
残
し
て
い
る
作
家
、
小
林
秀
雄
の
よ

う
に
テ
レ
ビ
を
見
る
と
い
う
行
為
そ
れ
自
体
を
批
評
的
レ
ベ
ル
で
捉
え
た
者

も
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
テ
レ
ビ
の
相
撲
中
継
を
面
白
が
る
志
賀
直
哉
、

中
野
重
治
の
発
言
や
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
中
継
に
熱
中
す
る
小
林
秀
雄
の
記
述

が
、
正
宗
白
鳥
が
指
摘
す
る
テ
レ
ビ
と
ス
ポ
ー
ツ
中
継
の
親
和
性
に
呼
応
し

て
い
る
点
だ
。
白
鳥
の
こ
の
指
摘
は
、
後
述
す
る
同
時
代
の
テ
レ
ビ
を
論
じ

た
言
説
と
通
底
し
て
お
り
、
志
賀
、
中
野
、
小
林
は
そ
れ
を
実
践
し
て
い
る

こ
と
に
な
ろ
う
。

二
、
テ
レ
ビ
論
の
な
か
の
佐
々
木
基
一

テ
レ
ビ
放
送
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
メ
デ
ィ
ア
の
性
質
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
一
九
五
〇
年
代
後
半
、
テ
レ
ビ
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
た
文

芸
評
論
家
の
一
人
に
佐
々
木
基
一
が
い
る
。
佐
々
木
は
戦
前
か
ら
映
画
評
論
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六

を
書
い
て
お
り
、
戦
後
は
『
近
代
文
学
』
の
同
人
と
し
て
文
芸
評
論
に
携

わ
る
傍
ら
、
映
像
文
化
に
対
す
る
問
題
意
識
を
持
ち
続
け
て
い
た
。
映
画

理
論
の
古
典
と
も
言
え
る
ベ
ラ
・
バ
ラ
ー
ジ
ュ
の
『
映
画
の
理
論
』（
講
談

社  
一
九
五
九
〔
昭
和
三
四
〕
年
一
一
月
）
の
翻
訳
や
、『
複
製
技
術
時
代
の

芸
術　

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
著
作
集
２
』（
晶
文
社  

一
九
七
〇
〔
昭

和
四
五
〕
年
八
月
）
の
編
集
・
解
説
も
佐
々
木
が
遺
し
た
大
き
な
業
績
の
一

部
で
あ
る
し
、
自
身
も
『
映
像
論
』（
勁
草
書
房  

一
九
七
一
〔
昭
和
四
六
〕

年
一
月
）
に
そ
の
関
心
を
集
約
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
佐
々
木
の
業
績
を

顧
み
て
も
、
テ
レ
ビ
の
可
能
性
を
論
じ
た
『
テ
レ
ビ
芸
術
』（
パ
ト
リ
ヤ
書

店  

一
九
五
九
〔
昭
和
三
四
〕
年
九
月
）
の
刊
行
は
、
明
ら
か
に
斬
新
な
試

み
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

佐
々
木
が
『
テ
レ
ビ
芸
術
』
を
刊
行
し
た
の
と
同
様
に
、
テ
レ
ビ
が
日
常

の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
一
九
五
〇
年
代
後
半
、
既
に
こ
の
メ
デ
ィ
ア
は

識
者
た
ち
の
分
析
の
対
象
と
も
な
っ
て
お
り
、
早
く
も
岩
波
書
店
の
『
思

想
』
四
一
三
号
（
一
九
五
八
〔
昭
和
三
三
〕
年
一
一
月
）
が
「
マ
ス
・
メ

デ
ィ
ア
と
し
て
の
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
い
う
特
集
を
組
ん
で
い
る
。
こ
こ
に

は
、
清
水
幾
多
郎
、
日
高
六
郎
、
高
橋
徹
、
加
藤
秀
俊
、
南
博
、
稲
葉
三
千

男
ら
社
会
学
者
の
論
考
や
、
テ
レ
ビ
業
界
の
現
状
を
伝
え
た
業
界
内
部
か
ら

の
報
告
に
加
え
、
佐
々
木
基
一
の
論
考
「
テ
レ
ビ
文
化
と
は
何
か
？
」、
安

部
公
房
と
中
村
光
夫
の
対
談
「
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
時
代
と
芸
術
」
と
い
っ
た
文

学
者
の
発
言
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
佐
々
木
の
『
テ
レ
ビ
芸
術
』
に
触
れ
る

前
に
、
ま
ず
は
こ
の
特
集
の
論
考
を
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
集
め
ら
れ
た
論
考
は
、
テ
レ
ビ
と
書
物
、
映
画
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の

他
の
メ
デ
ィ
ア
と
の
比
較
、
テ
レ
ビ
と
い
う
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
の
指

摘
、
そ
れ
が
人
々
に
も
た
ら
す
欲
求
、
感
性
、
状
況
の
変
化
、
そ
の
情
報
を

受
け
取
っ
た
側
の
反
応
と
い
っ
た
多
く
の
論
点
を
共
有
し
て
お
り
、
概
し

て
、
こ
の
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
冷
や
や
か
さ
を
滲
ま
せ
て
い
る
。
例
え
ば
、

こ
の
特
集
の
巻
頭
論
文
で
あ
る
清
水
幾
多
郎
「
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
時
代
」
は
、

書
物
と
テ
レ
ビ
と
の
比
較
か
ら
論
を
起
こ
し
、「
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
進
歩
し

た
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
内
容
は
保
守
的
或
い
は
反
動
的
な
も
の

に
な
り
易
い
」
こ
と
、
テ
レ
ビ
は
、「
映
像
と
は
別
の
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
へ

向
う
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
発
生
す
る
余
地
」
を
与
え
ず
、「
人
間
を
全
体

的
に
呑
み
込
む
」
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
「
証
拠
を
奪
わ
れ
る
時
代
」
が
到

来
す
る
こ
と
を
予
期
し
て
い
る
。
ま
た
、
家
庭
で
視
聴
さ
れ
る
テ
レ
ビ
は
、

そ
の
た
め
に
「
人
間
が
家
族
と
い
う
集
団
へ
帰
っ
て
来
る
」
こ
と
を
促
し
、

「
無
残
に
亡
び
る
か
に
見
え
た
個
人
が
家
庭
と
い
う
親
し
み
深
い
場
所
で
新

し
く
救
済
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
」
が
、
そ
れ
は
「
人
間
を
家
庭
の
中
へ

追
い
込
ん
だ
と
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
」
し
、
そ
こ
で
「
人
間
同
士
が
語
り

合
う
と
い
う
こ
と
は
容
易
に
期
待
出
来
な
い
」
と
も
い
う
。
論
考
は
、
テ
レ

ビ
が
、
活
字
を
追
う
と
い
う
「
無
意
味
な
努
力
」
か
ら
わ
れ
わ
れ
を
解
放
す

る
と
共
に
、「
活
字
を
使
う
メ
デ
ィ
ア
を
そ
の
本
来
の
領
域
に
お
い
て
存
分

に
活
動
さ
せ
る
」
が
故
に
、「
メ
デ
ィ
ア
の
間
の
立
体
的
協
力
」
が
求
め
ら

れ
る
と
結
ば
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
冷
静
な
分
析
が
並
ぶ
中
で
、
テ
レ
ビ
に
対
し
て
多
少
期
待
を
寄
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七

せ
て
い
る
論
考
が
、
加
藤
秀
俊
の
「
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
と
娯
楽
」
で
あ
る
。
加

藤
は
こ
の
中
で
、
佐
々
木
基
一
の
「
マ
ス
・
コ
ミ
の
逆
説
―
現
代
芸
術
は
ど

う
な
る
か
（
４
）
―
」（『
群
像
』
一
九
五
八
〔
昭
和
三
三
〕
年
四
月
）
の
一

節
を
援
用
し
な
が
ら）
24
（

、「
テ
レ
ビ
の
見
物
人
は
見
物
行
為
の
な
か
で
批
判
精

神
を
よ
り
多
く
発
揮
し
て
い
る
面
が
な
い
で
も
な
い
」、「
見
物
人
が
家
族
と

い
う
集
団
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
見
物
人
ど
う
し
の
批
評
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

イ
シ
ョ
ン
活
動
も
刺
戟
さ
れ
る
」
と
述
べ
、
先
の
清
水
と
は
正
反
対
の
指
摘

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
加
藤
は
、「
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
ら
ぬ
く
日
常
性
の

原
理
が
、
社
会
的
機
能
と
し
て
は
じ
つ
に
多
様
な
可
能
性
を
は
ら
ん
で
い
る

こ
と
を
無
視
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
」
と
し
、
例
え
ば
、
テ
レ
ビ
の
ス
ポ
ー

ツ
中
継
で
は
「
偶
然
的
な
も
の
が
、
い
つ
何
を
ひ
き
お
こ
す
か
、
ぜ
ん
ぜ
ん

予
定
も
予
測
も
つ
か
な
い
」「
実
在
感
」、
す
な
わ
ち
、「
あ
ら
か
じ
め
予
定

さ
れ
用
意
さ
れ
た
コ
ー
ス
を
た
ど
る
の
で
は
な
く
、
一
瞬
々
々
が
多
様
な
可

能
性
を
ふ
く
む
、
と
い
う
見
物
形
式
」、「
虚
構
に
た
い
す
る
現
実
性
」
を
生

み
出
す
と
、
テ
レ
ビ
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
加
藤
に
と
っ
て
の
テ
レ

ビ
と
は
、「
人
工
的
な
作
為
の
も
っ
と
も
少
な
い
「
実
写
」
の
ジ
ャ
ン
ル
」

へ
の
関
心
を
育
て
、
そ
れ
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
た
最
初
の
見
物
形
式
で

あ
っ
た
の
だ
。
た
だ
し
、「
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
で
の
い
わ
ゆ
る
「
リ
ア
ル
」
な

る
も
の
が
、
疑
似
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と
に
こ
そ
現
在
お
よ
び
将
来

の
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
最
大
の
問
題
が
あ
る
と
も
い
え
よ
う
」
と
、
諸
手
を
挙

げ
て
こ
の
メ
デ
ィ
ア
を
賞
賛
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。

そ
し
て
、
こ
の
特
集
に
収
め
ら
れ
た
佐
々
木
基
一
「
テ
レ
ビ
文
化
と
は
何

か
？
」
も
、
芸
術
と
し
て
の
テ
レ
ビ
の
可
能
性
に
期
待
し
た
論
考
の
一
つ

だ
っ
た
。
こ
の
論
考
は
、
他
と
同
様
に
、
テ
レ
ビ
の
特
性
や
そ
れ
が
も
た
ら

し
た
も
の
に
触
れ
た
後
、
以
下
の
よ
う
に
稿
を
結
ん
で
い
る
。

今
日
の
日
本
の
大
衆
は
、
ま
だ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
に
た
い
し
て
免
疫
性

を
も
っ
て
い
な
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
起
る
だ
ろ
う
が
、
や
が

て
免
疫
性
が
大
衆
の
内
部
に
で
き
れ
ば
、
大
衆
は
自
ら
の
力
で
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
を
消
化
し
征
服
し
、
そ
れ
を
通
し
て
新
し
い
人
間
と
な
っ
て
再

生
す
る
だ
ろ
う
。
大
衆
に
か
か
わ
る
場
と
し
て
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
を
か

え
っ
て
積
極
的
な
創
造
に
役
立
て
る
芸
術
も
生
ま
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。

映
画
の
歴
史
は
、
わ
た
し
た
ち
に
マ
ス
・
コ
ミ
の
世
界
に
か
け
る
大
衆

的
文
化
の
運
命
が
、
必
ず
し
も
灰
色
一
色
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
こ
と
を
教
え
て
い
る
。

佐
々
木
は
、
前
掲
し
た
「
マ
ス
・
コ
ミ
の
逆
説
―
現
代
芸
術
は
ど
う
な
る

か
（
４
）
―
」
の
中
で
も
、
テ
レ
ビ
の
「
見
物
人
は
た
だ
受
身
に
視
る
立
場

に
立
つ
も
の
で
は
な
い
こ
と
」
を
指
摘
し
、
加
藤
秀
俊
の
言
う
「
見
物
人
ど

う
し
の
批
評
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
活
動
」
と
似
た
よ
う
な
作
用
を
テ
レ

ビ
に
期
待
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
二
人
の
テ
レ
ビ
へ
の
期
待
が
相
互
に
響

き
あ
う
と
こ
ろ
に
生
成
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
こ
こ
で
の
佐
々

木
は
、「
自
ら
の
力
で
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
を
消
化
し
征
服
し
、
そ
れ
を
通
し
て

新
し
い
人
間
と
な
っ
て
再
生
す
る
」
大
衆
の
姿
を
夢
想
し
て
お
り
、
テ
レ
ビ

画
像
を
受
容
す
る
「
見
物
人
」
を
さ
ら
に
発
展
的
に
考
え
よ
う
と
し
て
い
る

の
だ
。
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八

こ
の
特
集
に
収
め
ら
れ
た
、
他
の
テ
レ
ビ
と
芸
術
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
論

考
も
、
概
し
て
テ
レ
ビ
に
対
す
る
期
待
は
大
き
い
。
島
田
厚
「
テ
レ
ビ
芸
術

の
基
礎
」
は
、「
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
連
結
、
イ
メ
ー
ジ
の
連
結
と
い
う
点
に
、

そ
の
基
礎
を
お
く
も
の
が
、
一
つ
の
大
き
な
文
化
動
向
と
し
て
あ
る
」
こ
と

を
前
提
に
、「
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
こ
れ
ら
の
傾
向
の
上
に
産
み
出
さ
れ
た

記
号
形
式
を
持
つ
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
れ
が
芸
術
と
し
て
機
能

す
る
と
き
、
こ
れ
ら
の
傾
向
の
下
に
あ
る
す
べ
て
の
ジ
ャ
ン
ル
を
本
質
的
に

包
含
し
、
こ
れ
ら
を
自
由
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
形
式

と
し
て
発
展
す
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
」
を
指
摘
し
て
い
る
。
安
部
公
房
と

中
村
光
夫
の
対
談
「
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
時
代
と
芸
術
」
で
は
、
安
部
は
「
今
の

テ
レ
ビ
は
だ
め
」
と
し
な
が
ら
も
、「
実
物
の
模
写
の
面
白
さ
で
は
な
く
」、

「
実
物
に
な
い
要
素
を
、
む
し
ろ
そ
の
強
味
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
、
映
画
や
テ
レ
ビ
に
お
け
る
表
現
の
可
能
性
を
模
索
し
て
い
る
。
後

述
す
る
よ
う
に
、
実
際
、
安
部
は
多
く
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
脚
本
を
執
筆
し
、

そ
の
制
作
に
積
極
的
に
関
与
し
た
。

佐
々
木
は
、「
テ
レ
ビ
文
化
と
は
何
か
？
」
や
、「
大
衆
文
学
の
新
し
い
形

式
―
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
―
」（『
文
学
』
一
九
五
七
〔
昭
和
三
二
〕
年
一
二

月
）、「
映
画
の
文
法
と
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
の
文
法
」（『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
』

同
年
六
月
〜
一
九
五
八
〔
昭
和
三
三
〕
年
三
月
）、「
テ
レ
ビ
芸
術
の
基
礎
」

（『
キ
ネ
マ
旬
報
』
一
九
五
八
〔
昭
和
三
三
〕
年
二
月
一
日
）、「
テ
レ
ビ
は
映

写
機
か
？
」（
同  

一
九
五
九
〔
昭
和
三
四
〕
年
二
月
一
日
）、「
そ
の
分
岐

点
」（
同  

五
月
一
五
日
）
な
ど
を
ま
と
め
て
、
前
述
し
た
『
テ
レ
ビ
芸
術
』

を
一
九
五
九
〔
昭
和
三
四
〕
年
に
刊
行
し
た
。
こ
の
中
で
、
テ
レ
ビ
芸
術
と

し
て
具
体
化
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
心
は
や
は
り
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
あ
り
、

佐
々
木
は
、「「
平
凡
な
も
の
の
こ
の
ふ
し
ぎ
な
世
界
」
に
メ
ス
を
入
れ
、
大

衆
の
日
常
生
活
の
底
に
な
が
れ
る
ド
ラ
マ
を
と
ら
え
る
こ
と
、
ま
た
万
人
の

関
心
を
も
つ
時
事
的
な
ト
ピ
ッ
ク
を
題
材
に
し
て
、
日
常
生
活
と
政
治
や
社

会
構
造
と
の
生
き
た
関
係
を
と
ら
え
る
こ
と
、
要
す
る
に
人
間
関
係
の
複
雑

に
入
り
く
ん
だ
織
り
目
を
一
つ
一
つ
と
き
ほ
ぐ
し
て
み
せ
る
こ
と
」、「
仮
構

の
世
界
を
日
常
生
活
と
無
縁
な
も
の
と
し
て
で
な
く
、
日
常
の
中
に
異
常
な

も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
描
く
こ
と
」
に
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
芸
術

性
を
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
書
の
中
で
は
し
ば
し
ば
映
画
と
比
較
さ
れ
る
形
で
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の

表
現
技
法
が
模
索
さ
れ
て
お
り
、
映
画
と
は
異
な
る
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
独
自
の

芸
術
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
当
時
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
頻
繁

に
言
及
さ
れ
て
い
た
テ
レ
ビ
の
「
即
自
的
記
録
」
や
「
同
時
性
の
機
能
」
を

活
か
す
こ
と
で
、
映
画
と
は
異
な
る
ド
ラ
マ
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
生
じ

さ
せ
る
こ
と
や
、「
中
継
芸
術
と
し
て
の
テ
レ
ビ
の
領
域
」
を
重
視
し
、「
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ィ
の
方
法
に
よ
っ
て
状
況
そ
の
も
の
を
ド
ラ
マ
化
す
る
や
り

方
」、
あ
る
い
は
、
テ
レ
ビ
で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用

い
て
「
語
り
言
葉
の
も
つ
効
果
を
利
用
し
た
、
き
わ
め
て
抽
象
化
さ
れ
、
綜

合
さ
れ
た
映
像
の
展
開
」
な
ど
を
考
え
て
い
る
。
実
際
に
佐
々
木
は
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
の
脚
本
を
執
筆
し
て
お
り
、
佐
々
木
の
脚
本
に
よ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
窓
」（
一
九
五
八
〔
昭
和
三
三
〕
年
六
月
二
〇
日
午
後
八
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九

時
四
五
分
〜
九
時
三
〇
分
放
送
）
や
「
雲
の
裂
け
目
」（
一
九
五
九
〔
昭
和

三
四
〕
年
四
月
二
四
日
午
後
九
時
〜
一
〇
時
放
送
）
が
制
作
さ
れ
て
い
る
。

「
窓
」
で
は
、「
額
縁
に
お
さ
め
ら
れ
た
絵
の
よ
う
に
、
見
物
人
か
ら
一
定
の

距
離
を
保
っ
て
鑑
賞
さ
れ
る
見
世
物
」
の
よ
う
な
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
は
な

く
、「
額
縁
を
こ
わ
し
実
人
生
と
の
障
壁
を
と
り
の
ぞ
い
て
、
見
物
人
と
直

結
す
る）
25
（

」
こ
と
を
企
図
し
た
と
い
う
。

『
テ
レ
ビ
芸
術
』
の
「
あ
と
が
き
」
に
は
、「
資
本
と
技
術
が
先
に
立
っ
て

既
成
事
実
を
作
っ
て
し
ま
う
前
に
、
テ
レ
ビ
の
機
能
を
芸
術
的
手
段
と
し
て

い
か
に
生
か
す
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
多
く
の
人
々
が
論
議
を
つ
く

す
必
要
が
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
メ
デ
ィ
ア
の
今
後
に
向
け
て
、

佐
々
木
の
期
待
と
危
機
感
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
た

だ
、
既
に
こ
の
書
の
中
で
佐
々
木
は
、
一
九
五
七
〔
昭
和
三
二
〕
年
度
の
芸

術
祭
参
加
作
品
に
関
し
て
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
「
映
画
の
あ
と
を
追
っ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
」、「
そ
れ
自
身
の
限
界
を
は
っ
き
り
示
し
て
し
ま
っ
た
」

と
も
語
っ
て
い
た
。

や
は
り
岩
波
書
店
か
ら
一
九
六
〇
〔
昭
和
三
五
〕
年
二
月
に
刊
行
さ
れ

た
『
文
学
』
第
二
八
巻
第
二
号
の
特
集
「
テ
レ
ビ
芸
術
」
に
は
、
佐
々
木

の
「
テ
レ
ビ
芸
術
の
今
日
の
問
題
―
楽
観
的
悲
観
と
悲
観
的
楽
観
―
」
が
巻

頭
論
文
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、「
わ
た
し
は
一
九
六
〇
年
の
テ
レ
ビ

に
つ
い
て
、
全
体
と
し
て
さ
ほ
ど
楽
観
的
見
透
し
を
も
つ
こ
と
は
で
き
な

い
」、「
早
く
も
テ
レ
ビ
は
大
き
な
厚
い
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
、
身
動
き
が
で
き

な
く
な
り
そ
う
で
あ
る
」
と
、
独
占
的
企
業
の
手
に
握
ら
れ
た
こ
の
大
衆
的

メ
デ
ィ
ア
に
や
や
失
望
し
て
い
る
。
こ
の
特
集
に
寄
せ
ら
れ
た
各
務
宏
・
川

島
章
の
論
考
「
テ
レ
ビ
の
送
り
手
と
受
け
手
―
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
ど
こ
ま

で
可
能
か
」
も
、
視
聴
者
の
「
評
判
」
が
「
ほ
と
ん
ど
、
番
組
編
成
の
上
に

役
立
て
ら
れ
て
い
な
い
」
こ
と
を
取
り
上
げ
、
柾
木
恭
介
「
芸
術
祭
参
加
作

品
の
ひ
と
つ
の
傾
向
」
も
「
な
ん
で
も
か
ん
で
も
日
常
的
空
間
の
な
か
で
ド

ラ
マ
化
し
て
し
ま
う
問
題
意
識
、
強
い
て
言
え
ば
ド
ラ
マ
主
義
と
で
も
い
う

べ
き
も
の
が
、
全
部
と
は
言
わ
ぬ
が
、
大
部
分
の
作
品
に
共
通
し
て
み
ら
れ

た
」
と
、
一
九
五
九
〔
昭
和
三
四
〕
年
度
芸
術
祭
参
加
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を

批
判
し
て
お
り
、
テ
レ
ビ
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
対
し
て
冷
や
や
か
だ
。
既
に

こ
の
時
期
に
は
佐
々
木
が
期
待
し
た
テ
レ
ビ
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
や
、
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
と
い
う
表
現
の
可
能
性
は
縮
小
傾
向
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

例
え
ば
、
Ｎ
Ｔ
Ｖ
の
「
愛
の
劇
場
」
の
一
編
と
し
て
、
一
九
六
〇
〔
昭
和

三
五
〕
年
二
月
一
八
日
午
後
一
〇
時
三
〇
分
か
ら
放
送
さ
れ
た
佐
々
木
基
一

作
の
「
愛
人
」
は
、
テ
レ
ビ
局
側
に
よ
っ
て
佐
々
木
の
意
に
そ
ぐ
わ
な
い
も

の
に
変
更
さ
れ
、
佐
々
木
は
苦
言
を
呈
し
て
い
る
し）
26
（

、
雑
誌
『
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
』（
一
九
六
五
〔
昭
和
四
〇
〕
年
一
月
）
の
特
集
「
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
大
批

判
」
の
一
編
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
佐
々
木
の
「
近
代
主
義
は
も
う
た
く
さ
ん

だ
」
で
は
、「
近
頃
、
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
を
あ
ま
り
見
な
い
」
と
言
い
、「
ど

ん
な
に
も
が
い
て
も
、
メ
ロ
ド
ラ
マ
に
し
か
な
ら
ぬ
」
昨
今
の
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
に
お
け
る
「
近
代
主
義
」
を
批
判
し
て
い
る
。
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十

三
、
戦
後
作
家
た
ち
と
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

佐
々
木
基
一
と
同
じ
世
代
の
作
家
た
ち
の
中
に
も
、
テ
レ
ビ
に
期
待
し
、

そ
こ
に
表
現
上
の
可
能
性
を
感
じ
て
い
た
者
は
多
い
。
例
え
ば
椎
名
麟
三

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
そ
の
男
」（
一
九
五
九
〔
昭
和
三
四
〕
年

五
月
八
日
午
後
九
時
〜
一
〇
時
放
送
）
の
脚
本
を
手
が
け
た
の
を
皮
切
り

に
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
制
作
に
積
極
的
に
か
か
わ
り
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
つ
い

て
多
く
の
発
言
を
残
し
た
作
家
の
一
人
で
あ
る
。
椎
名
の
「
そ
の
男
」
は
評

価
の
高
い
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
あ
っ
た
が）
27
（

、
そ
の
放
送
後
に
発
表
さ
れ
た
「
テ

レ
ビ
喜
劇
の
発
想
〝
不
埒
な
闖
入
者
〞
の
責
任
に
お
い
て
」（『
放
送
と
宣
伝

Ｃ
Ｂ
Ｃ
レ
ポ
ー
ト
』
一
九
五
九
〔
昭
和
三
四
〕
年
八
月
）
の
中
で
、
椎
名
は

「
そ
の
男
」
の
テ
ー
マ
が
「
人
間
の
復
権
」
に
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
方
法
論
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

テ
レ
ビ
に
お
け
る
観
客
の
精
神
的
な
位
置
は
、
徹
頭
徹
尾
責
任
の
な
い

批
評
家
と
で
も
い
う
べ
き
位
置
な
の
で
あ
る
。（
中
略
）
そ
の
人
人
は
、

テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
の
人
物
に
た
い
し
て
は
、
傍
の
置
時
計
や
柱
や
壁
な

ど
の
、い
わ
ゆ
る「
モ
ノ
」に
た
い
す
る
関
係
以
上
に
出
な
い
の
で
あ
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
の
観
客
は
そ
の
ド
ラ
マ
に
た
い
し

て
神
の
よ
う
な
決
定
的
な
自
由
の
位
置
に
あ
り
、
そ
の
自
由
を
侵
さ
れ

る
こ
と
を
好
ま
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
に
お
い

て
は
喜
劇
的
な
性
質
を
お
び
て
来
る
の
が
本
筋
な
の
だ
と
い
う
推
論
も

出
て
来
る
の
で
あ
る
。
／
だ
が
、
と
に
か
く
私
の
最
初
の
テ
レ
ビ
・
ド

ラ
マ
の
方
法
は
、
こ
の
神
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
観
客
た
ち
と
話
を
す

る
の
だ
、
と
い
う
事
実
か
ら
出
発
し
て
考
え
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
「
そ
の
男
」
を
制
作
し
た
と
き
の
椎
名
に
は
、
戦
後
大
衆
社
会

の
象
徴
と
も
言
え
る
テ
レ
ビ
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
と
文
学
者
が
ど
の
よ
う
に
向

き
合
え
ば
よ
い
の
か
、
と
い
う
問
題
意
識
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
佐
々
木
基

一
や
加
藤
秀
俊
が
期
待
し
た
よ
う
な
批
評
的
な
テ
レ
ビ
の
見
物
人
は
、
こ
こ

で
は
、「
徹
頭
徹
尾
責
任
の
な
い
批
評
家
」
と
い
う
語
で
や
や
ア
イ
ロ
ニ
カ

ル
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
「
決
定
的
な
自
由
」
を
持
っ
た
「
神

の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
観
客
」
に
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
通
じ
て
接
触
し
て
い

こ
う
と
す
る
椎
名
の
試
み
は
、
大
衆
の
存
在
の
重
要
性
か
ら
決
し
て
目
を
そ

ら
し
て
は
い
な
い
。
両
義
的
な
意
味
を
持
つ
こ
の
「
神
」
と
「
話
を
す
る
」

方
法
こ
そ
が
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
お
け
る
喜
劇
的
手
法
で
あ
っ
た
の
だ
。

「
そ
の
男
」
で
評
価
を
得
た
椎
名
は
、
雑
誌
『
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
』

（
一
九
五
九
〔
昭
和
三
四
〕
年
九
月
創
刊
）
の
誌
上
で
募
集
さ
れ
た
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
脚
本
の
新
人
コ
ン
ク
ー
ル
の
選
者
を
第
二
回
か
ら
五
回
ま
で
務
め

た
。「
そ
の
男
」
の
脚
本
を
書
き
、
そ
の
目
的
や
方
法
論
も
語
っ
て
は
い
た

も
の
の
、『
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
』
誌
上
で
は
、
自
分
は
「
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
の

方
法
論
と
い
う
も
の
を
、
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
と
い
う
も
の
の
い
わ
ば
芸
術

的
な
本
質
の
究
明
か
ら
は
つ
き
り
確
立
す
る
と
い
う
努
力
を
怠
つ
て
い
る
」

（「
方
法
論
の
確
立
」『
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
』
一
九
五
九
〔
昭
和
三
四
〕
年
九
月
）

と
、
方
法
論
の
芸
術
的
な
具
体
化
は
避
け
て
い
る
。『
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
』
の



作家が見たテレビ（瀬崎）55

十
一

新
人
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
を
椎
名
が
引
き
受
け
た
際
に
掲
載
さ
れ
た
「
方

法
の
発
見
を
」（
同  

一
九
六
〇
〔
昭
和
三
五
〕
年
三
月
）
と
い
う
記
事
に

「
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
は
、
若
い
芸
術
だ
。
そ
こ
に
は
い
ろ
ん
な
方
法
の
可
能

性
が
あ
り
、
ど
ん
な
方
法
を
試
み
て
み
る
こ
と
も
許
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
方
法
の
具
体
化
は
こ
れ
か
ら
の
新
人
た
ち
に
委

ね
て
い
た
と
も
言
え
る
。
そ
の
後
の
発
言
に
お
い
て
も
、「
テ
レ
ビ
喜
劇
の

発
想
〝
不
埒
な
闖
入
者
〞
の
責
任
に
お
い
て
」
で
述
べ
た
こ
と
か
ら
大
き
く

展
開
す
る
こ
と
は
な
く
、「
テ
レ
ビ
の
呪
文 

―
観
客
席
（
六
）
― 

」（『
兄
弟
』

一
九
六
一
〔
昭
和
三
六
〕
年
六
月
）
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
、
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
に
お
け
る
恐
怖
を
喚
起
す
る
死
と
い
う
絶
対
性
と
、
人
間
を
超
え
た
も

の
と
し
て
表
現
さ
れ
る
「
モ
ノ
」
の
絶
対
性
に
触
れ
て
い
る
程
度
だ
。

椎
名
は
「
そ
の
男
」
以
後
も
、「
自
由
へ
の
証
言
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ  

一
九
六
〇

〔
昭
和
三
五
〕
年
一
〇
月
二
一
日
午
後
八
時
三
〇
分
〜
一
〇
時
放
送
）、「
我

等
は
死
者
と
共
に
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ  

一
九
六
二
〔
昭
和
三
七
〕
年
八
月
一
日
午
後

一
〇
時
一
五
分
〜
一
一
時
五
分
放
送
）、「
約
束
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ  
一
九
六
四
〔
昭

和
三
九
〕
年
一
一
月
二
〇
日
午
後
九
時
四
〇
分
〜
一
〇
時
二
九
分
放
送
）
な

ど
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
手
掛
け
て
い
る
が
、
演
出
家
に
よ
る
脚
本
の
歪
曲
を

問
題
視
し
て
お
り
、
実
際
に
そ
の
よ
う
な
事
態
に
陥
っ
た
作
品
を
放
送
中
止

に
し
て
い
る）
28
（

。「
自
由
へ
の
証
言
」
や
「
約
束
」
で
は
芸
術
祭
奨
励
賞
を
受

賞
し
て
お
り
、
同
時
代
の
評
価
も
高
か
っ
た
が
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
制
作
を
め

ぐ
る
こ
う
し
た
困
難
、
ひ
い
て
は
商
業
主
義
的
な
力
学
が
徐
々
に
椎
名
か
ら

そ
の
可
能
性
を
奪
い
取
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

野
間
宏
は
、
椎
名
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
そ
の
男
」
を
高
く
評
価
し
て
お

り
、
そ
れ
を
見
終
え
た
後
、「
一
時
間
と
い
う
時
間
は
た
ち
ま
ち
去
り
、
た

だ
あ
と
に
感
動
に
よ
っ
て
し
め
つ
け
ら
れ
、
ま
た
解
放
さ
れ
て
生
々
と
し

て
い
る
自
分
が
置
か
れ
て
い
る
の
を
私
は
知
っ
た
。（
中
略
）
椎
名
麟
三
の

新
し
い
思
想
が
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
な
か
に
は
っ
き
り
と
結
晶
し
た
こ
と
を

認
め
た）
29
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
野
間
は
以
前
か
ら
テ
レ
ビ
に
関
心
を
持
っ
て

お
り）
30
（

、
自
身
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
石
の
顔
」（
一
九
六
〇
〔
昭
和

三
五
〕
年
三
月
一
八
日
午
後
九
時
〜
一
〇
時
放
送
）
を
手
掛
け
て
い
る
。
そ

の
経
験
か
ら
得
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
制
作
に
対
す
る
問
題
意
識
を
語
っ
た
の
が

「
行
詰
っ
た
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
」（
初
出
不
明  

一
九
六
〇
〔
昭
和
三
五
〕
年

五
月）
31
（

）
で
あ
り
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
孕
ま
れ
て
い
る
空
間
的
、
時
間
的
な
制

約
や
、
テ
レ
ビ
の
イ
メ
ー
ジ
そ
の
も
の
が
持
っ
て
い
る
問
題
を
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
前
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、「
石
の

顔
」
制
作
時
に
、「
写
真
パ
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
画
面
の
流
れ
、
画
面
に
動
く

時
間
の
進
行
を
停
止
さ
せ
、
再
び
流
れ
を
動
か
す
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
時

間
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
流
れ
を
確
実
に
と
ら
え
ま
た
停
止
す
る
画
面
の
中
に
時

間
の
永
続
性
を
の
ぞ
か
せ
る
方
法
」
を
演
出
家
の
和
田
勉
と
試
み
た
と
語
っ

て
い
る）
32
（

。
野
間
の
「
強
烈
な
イ
メ
ー
ジ
の
追
求
者
・
和
田
勉
」（『
現
代
挿

花
』
一
九
六
一
〔
昭
和
三
六
〕
年
八
月）
33
（

）
に
は
っ
き
り
と
見
て
取
れ
る
よ
う

に
、
野
間
は
演
出
家
と
し
て
の
和
田
を
高
く
評
価
し
て
お
り
、
野
間
が
椎
名

の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
そ
の
男
」
や
、
安
部
公
房
の
「
円
盤
来
た
る
」（
Ｎ
Ｈ

Ｋ  

一
九
五
九
〔
昭
和
三
四
〕
年
二
月
六
日
午
後
八
時
四
五
分
〜
九
時
三
〇
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十
二

分
放
送
）、「
日
本
の
日
蝕
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ  

同
年
一
〇
月
九
日
午
後
八
時
三
〇
分

〜
九
時
四
〇
分
放
送
）
を
評
価
す
る
の
も
、
和
田
の
効
果
的
な
演
出
と
無
関

係
で
は
な
い
。

野
間
が
「
円
盤
来
た
る
」
や
「
日
本
の
日
蝕
」
を
高
く
評
価
し
て
い
た
よ

う
に
、
安
部
公
房
は
テ
レ
ビ
に
お
け
る
芸
術
表
現
に
極
め
て
意
識
的
で
あ
っ

た
作
家
の
一
人
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
安
部
の
表
現
領
域
は
小
説
の
み

な
ら
ず
、
演
劇
、
映
画
、
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
た

め
、
安
部
の
視
野
に
テ
レ
ビ
が
入
り
込
ん
で
く
る
こ
と
は
必
然
で
あ
っ
た

と
言
え
よ
う
。「
ア
ス
ピ
リ
ン
・
ド
ラ
マ
論
」（『
群
像
』
一
九
五
七
〔
昭
和

三
二
〕
年
一
二
月
）
は
テ
レ
ビ
に
触
れ
た
安
部
の
発
言
の
中
で
も
早
い
も
の

だ
が
、「
テ
レ
ビ
の
出
現
は
、
現
状
が
ど
う
で
あ
れ
、
や
が
て
か
な
ら
ず
文

化
の
新
し
い
段
階
を
き
ず
く
こ
と
に
な
る
に
ち
が
い
な
い
と
思
う
の
だ
。
／

も
し
か
す
る
と
（
お
そ
ら
く
）
映
画
以
上
の
、
は
る
か
に
根
本
的
な
革
命
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
」
と
述
べ
、「
テ
レ
ビ
の
壁  

ド
ラ
マ

番
組
に
つ
い
て
」（『
放
送
朝
日
』
一
九
五
八
〔
昭
和
三
三
〕
年
七
月
）
で
も
、

「
日
本
文
化
は
、
伝
統
的
に
、
肉
体
表
現
の
点
で
た
ち
お
く
れ
て
い
る
」
が
、

「
案
外
テ
レ
ビ
あ
た
り
が
、
そ
の
日
本
的
な
壁
を
う
ち
破
る
突
破
口
に
な
り

そ
う
な
気
も
す
る
」
と
、
テ
レ
ビ
の
新
し
さ
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。「
即

興
性
と
一
回
性
」（『
キ
ネ
マ
旬
報
』
一
九
五
八
〔
昭
和
三
三
〕
年
九
月
一
日
）

で
は
、
同
時
代
の
他
の
言
説
と
同
様
に
、
テ
レ
ビ
の
特
徴
を
「
一
回
性
（
即

興
性
）
と
同
時
性
」
に
あ
る
と
し
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と
い
う
も
の
が
あ
る
と

す
る
な
ら
ば
、「
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
一
回
性
の
う
え
に
た
っ
た
、
こ
れ
ま

で
の
ド
ラ
マ
の
常
識
と
は
ま
っ
た
く
相
反
す
る
も
の
だ
ろ
う
」
と
そ
の
表
現

を
模
索
し
て
い
る
。「
テ
レ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ス
ヘ
の
誘
い  

芸
術
の
分
化
か

ら
総
合
へ
の
み
ち
」（『
放
送
と
宣
伝  

Ｃ
Ｂ
Ｃ
レ
ポ
ー
ト
』
一
九
五
九
〔
昭

和
三
四
〕
年
三
月
）
で
は
、
大
衆
性
の
あ
る
総
合
芸
術
で
あ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
と
テ
レ
ビ
を
結
び
つ
け
た
、「
テ
レ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ス
」
に
魅
力
を
感

じ
て
い
る
が
、
こ
の
芸
術
の
総
合
化
は
、
当
時
の
論
者
に
共
有
さ
れ
て
い
た

論
点
で
も
あ
っ
た）
34
（

。

内
村
直
也
・
吉
川
義
雄
編
『
現
代
演
劇
講
座  

別
巻  

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
の

ド
ラ
マ
』（
三
笠
書
房  

一
九
五
九
〔
昭
和
三
四
〕
年
二
月
）
で
「
ド
ラ
マ
の

ジ
ャ
ン
ル
」
の
一
つ
と
し
て
「
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
（
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
）」

の
執
筆
を
担
当
し
た
安
部
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と
い
う
様
式
に
つ
い
て
以
下

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

前
衛
的
様
式
の
工
夫
が
、
そ
の
主
力
部
隊
で
あ
る
大
衆
の
現
実
認
識
を

展
開
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
以
上
、
必
然
的
に
、
も
っ
と
も
大
衆
的

な
伝
達
の
方
法
で
あ
る
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
に
、
そ
の
積
極
的
な
関
心
を

向
け
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
に
お
け

る
前
衛
劇
は
論
じ
に
く
い
に
し
て
も
、
前
衛
的
精
神
に
と
っ
て
の
ラ
ジ

オ
・
テ
レ
ビ
は
、
重
大
な
問
題
な
の
で
あ
る
。（
中
略
）
私
は
ラ
ジ
オ

ド
ラ
マ
と
い
う
言
葉
に
さ
え
、
あ
る
種
の
抵
抗
を
感
じ
て
し
ま
う
。
あ

ま
り
ド
ラ
マ
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
、
し
ば
ら
れ
す
ぎ
て
い
る
よ
う
な
気

が
す
る
の
だ
。
現
に
、
映
画
ド
ラ
マ
と
い
う
言
葉
な
ど
あ
り
は
し
な
い
。

思
い
き
っ
て
、
ラ
ジ
オ
芸
術
と
い
う
言
葉
に
で
も
変
え
て
し
ま
っ
た
ら
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十
三

ど
う
だ
ろ
う
。
テ
レ
ビ
映
画
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と
い
う
言
葉
も
同
様
で

あ
る
。

こ
の
発
言
に
よ
れ
ば
、
安
部
は
、
テ
レ
ビ
と
い
う
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
と

〈
文
学
〉
と
の
接
点
と
し
て
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
期
待
を
寄
せ
て
い
た
わ
け
で

は
な
く
、
大
衆
の
現
実
認
識
を
展
開
す
る
た
め
の
前
衛
的
様
式
に
と
っ
て
、

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
と
い
う
大
衆
的
な
伝
達
方
法
が
重
要
で
あ
る
が
故
に
、
そ

れ
ら
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
こ
に
生
じ
る
〈
ラ

ジ
オ
芸
術
〉
や
〈
テ
レ
ビ
芸
術
〉
が
、
結
果
的
に
「
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
」
や

「
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
」
と
い
う
形
を
採
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
安
部
の
意
識

の
中
で
は
「
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
」
や
「
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
」
な
ど
と
い
う
表
現
領

域
な
ど
問
題
で
は
な
か
っ
た
と
も
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
安
部
を
「
小
説

家
」
や
「
劇
作
家
」
な
ど
と
い
う
語
で
捕
捉
す
る
こ
と
が
聊
か
の
誤
謬
を
含

ん
で
い
る
こ
と
と
同
義
で
あ
る
。

「
日
本
の
日
蝕
」
で
芸
術
祭
に
参
加
し
た
際
に
行
わ
れ
た
、
内
村
直
也
・

阿
木
翁
助
・
久
住
悌
三
・
石
川
甫
と
の
座
談
会
「
芸
術
祭
の
条
件
―
つ
く
る

も
の
か
ら
の
発
言
―
」（『
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
』
一
九
五
九
〔
昭
和
三
四
〕
年

一
二
月
）
で
も
、
相
変
わ
ら
ず
芸
術
表
現
と
し
て
の
テ
レ
ビ
に
期
待
を
寄
せ

る
発
言
を
繰
り
返
す
と
同
時
に
、
当
時
の
多
く
の
論
者
が
求
め
て
い
た
テ
レ

ビ
批
評
の
確
立
に
も
言
及
し
て
い
る
。
前
掲
し
た
中
村
光
夫
と
の
対
談
「
テ

レ
ビ
ジ
ョ
ン
時
代
と
芸
術
」
で
の
安
部
の
発
言
や
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
発

言
を
総
合
す
る
と
、
テ
レ
ビ
を
取
り
巻
く
現
状
を
批
判
し
な
が
ら
も
、
テ
レ

ビ
と
い
う
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
に
期
待
を
寄
せ
、
そ
の
表
現
の
可
能
性
を
模
索

し
て
い
た
安
部
の
姿
が
は
っ
き
り
と
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
の
安
部
が
手
掛
け
た
主
な
〈
テ
レ
ビ
芸
術
〉、
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
を
列
挙
す
れ
ば
、
前
掲
の
「
円
盤
来
た
る
」、「
日
本
の
日
蝕
」

に
加
え
、
小
説
を
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
し
た
「
魔
法
の
チ
ョ
ー
ク
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ  

一
九
五
八
〔
昭
和
三
三
〕
年
五
月
九
日
午
後
八
時
四
五
分
〜
九
時
三
〇
分
放

送
）、「
人
間
そ
っ
く
り
」（
Ｃ
Ｂ
Ｃ  

一
九
五
九
〔
昭
和
三
四
〕
年
七
月
二
五

日
午
後
三
時
〜
四
時
放
送
）、
芸
術
祭
受
賞
作
品
で
あ
る
「
煉
獄
」（
Ｋ
Ｂ

Ｃ  

一
九
六
〇
〔
昭
和
三
五
〕
年
一
〇
月
二
〇
日
午
後
八
時
〜
九
時
三
〇
分

放
送
）、「
虫
は
死
ね
」（
Ｈ
Ｂ
Ｃ  

一
九
六
三
〔
昭
和
三
八
〕
年
一
一
月
一
〇

日
午
後
九
時
〜
一
〇
時
放
送
）、「
目
撃
者
」（
Ｒ
Ｋ
Ｂ  

一
九
六
四
〔
昭
和

三
九
〕
年
一
一
月
二
七
日
午
後
八
時
〜
八
時
五
六
分
放
送
）
な
ど
が
あ
る
。

安
部
の
企
画
、
構
成
、
監
修
、
原
案
で
、
一
九
六
二
〔
昭
和
三
七
〕
年
七

月
一
四
日
か
ら
一
一
月
二
四
日
に
か
け
て
毎
週
土
曜
日
午
後
九
時
三
〇
分
か

ら
一
〇
時
ま
で
全
二
〇
回
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
「
お
気
に
召
す
ま
ま
」
と

い
う
「
前
衛
ド
ラ
マ
・
シ
リ
ー
ズ
」
も
存
在
し
、
そ
れ
を
報
じ
た
新
聞
記
事

「
画
面
に
も
っ
と
空
想
を  

ド
ラ
マ
制
作
に
乗
り
出
す
安
部
公
房
氏
」（『
報
知

新
聞
』
一
九
六
二
年
六
月
二
七
日
）
で
は
、「
い
ま
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
は
、

動
脈
硬
化
状
態
で
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
し
て
も
文
芸
も
の
に
し
て
も
、
一
つ

の
型
に
は
ま
っ
た
感
じ
で
お
も
し
ろ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
前
衛
的
で
わ
か
り
や

す
く
、
お
も
し
ろ
い
と
い
う
ド
ラ
マ
を
作
る
の
が
ね
ら
い
で
す
」
と
、
先
に

引
用
し
た
『
現
代
演
劇
講
座  

別
巻  

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
の
ド
ラ
マ
』
収
録
の

安
部
の
記
述
を
実
践
す
る
べ
く
、
前
衛
的
で
も
あ
り
大
衆
的
で
も
あ
る
よ
う
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十
四

な
創
作
的
跳
躍
を
試
み
た
。
当
時
の
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
こ
の
企
画
に
は

星
新
一
や
倉
橋
由
美
子
も
協
力
し
た
と
い
う）
35
（

。
安
部
は
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
ド

ラ
マ
に
出
演
も
果
た
し）
36
（

、
シ
リ
ー
ズ
終
了
時
に
も
改
め
て
テ
レ
ビ
の
力
に
言

及
し
た
上
で
、「
近
い
将
来
、
本
当
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
が
映
画
、

舞
台
か
ら
の
借
り
物
と
し
て
で
な
く
確
立
さ
れ
る
よ
う
に
思
う）
37
（

」
と
語
っ

た
。雑

誌
『
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
』（
一
九
六
五
〔
昭
和
四
〇
〕
年
四
月
）
に
は
、

早
く
も
「
安
部
公
房
作
品
集
」
と
い
う
特
集
が
組
ま
れ
て
お
り
、
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
「
目
撃
者
」、「
煉
獄
」、「
人
命
救
助
法
」、
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
「
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
」
の
シ
ナ
リ
オ
と
、
和
田
勉
、
福
田
善
之
、
玉
井
五
一
、
久
野
浩
平

に
よ
る
安
部
公
房
論
が
掲
載
さ
れ
た
。
既
に
こ
の
時
期
に
、
安
部
の
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
は
一
つ
の
芸
術
的
功
績
と
し
て
対
象
化
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。
他
の
作
家
同
様
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
入
る
と
安
部
も
テ
レ
ビ
か

ら
は
手
を
引
く
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
で
も
テ
レ
ビ
を
全
否
定
す
る
こ
と
は

な
く
、
大
宅
壮
一
と
の
対
談
「
テ
レ
ビ
時
代
の
思
想
」（『
潮
』
一
九
六
六

〔
昭
和
四
一
〕
年
六
月
）
で
は
テ
レ
ビ
で
「
い
い
も
の
を
作
る
と
い
う
こ
と
」

や
、
テ
レ
ビ
の
影
響
力
の
強
さ
に
「
免
疫
を
作
る
以
外
な
い
」
こ
と
を
訴
え

て
い
る
。

さ
て
、
最
後
に
本
稿
で
こ
れ
ま
で
に
何
度
も
触
れ
て
き
た
雑
誌
『
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
』
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
こ
う
。
本
稿
で
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、

こ
の
雑
誌
に
は
佐
々
木
基
一
や
椎
名
麟
三
、
安
部
公
房
ら
、
一
九
五
〇
年
代

後
半
か
ら
六
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
制
作
に
携
わ
っ
た
多
く

の
作
家
、
文
学
者
た
ち
の
シ
ナ
リ
オ
や
、
テ
レ
ビ
を
め
ぐ
る
発
言
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。『
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
』
は
、
一
九
五
九
〔
昭
和
三
四
〕
年
九
月
に

「
全
国
の
新
し
く
そ
し
て
有
能
な
作
家
群
、
あ
る
い
は
演
出
家
た
ち
の
野
心

的
な
実
験
の
場
」（
創
刊
号
編
集
後
記
）
で
あ
る
こ
と
を
目
指
し
て
現
代
芸

術
協
会
か
ら
創
刊
さ
れ
た
テ
レ
ビ
芸
術
専
門
誌
で
あ
っ
た
。
誌
上
で
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
脚
本
の
新
人
コ
ン
ク
ー
ル
を
計
一
五
回
行
う
な
ど
新
人
発
掘
に
も
努

め
、
一
九
六
五
〔
昭
和
四
〇
〕
年
一
二
月
号
を
最
後
に
休
刊
す
る
ま
で
、
六

年
余
り
計
七
四
冊
を
刊
行
し
た
。
休
刊
の
一
年
ほ
ど
前
か
ら
そ
の
表
紙
に
は

「
わ
が
国
唯
一
の
Ｔ
Ｖ
芸
術
専
門
誌
」
と
銘
打
た
れ
て
も
い
た
。

表
は
、
こ
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
主
な
シ
ナ
リ
オ
で
あ

る
が
、
安
部
公
房
、
石
原
慎
太
郎
、
寺
山
修
司
な
ど
、
幅
広
い
表
現
領
域
で

活
躍
し
て
い
た
作
家
た
ち
や
、
谷
川
俊
太
郎
、
長
谷
川
龍
生
と
い
っ
た
詩
人

た
ち
、
そ
の
他
脚
本
家
、
映
画
監
督
、
放
送
作
家
た
ち
が
名
を
連
ね
、
若
き

日
の
渡
辺
淳
一
や
井
上
廈
（
ひ
さ
し
）
の
名
も
見
え
る
。
特
に
渡
辺
淳
一
の

「
人
工
心
肺
」
は
、
誌
上
で
募
集
さ
れ
た
第
四
回
テ
レ
ビ
新
人
コ
ン
ク
ー
ル

の
当
選
作
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
選
に
あ
た
っ
た
椎
名
麟
三
は

こ
れ
を
「
見
事
な
作
品
」、「
現
代
に
対
す
る
一
個
の
文
明
批
判
と
な
っ
て
い

る
」
と
絶
賛
し
た）
38
（

。

『
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
』
が
休
刊
し
た
一
九
六
〇
年
代
後
半
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

は
商
業
主
義
的
な
傾
向
を
強
め
て
そ
の
個
性
を
失
い
、
メ
ロ
ド
ラ
マ
や
ホ
ー

ム
ド
ラ
マ
が
独
占
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
と
同
時
に）
39
（

、
専
門
的
な
放
送
作
家
の

成
熟
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
て
き
た
作
家
、
文
学
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巻号 刊行年月 作　　　　品
１-１ 1959年９月 田中澄江「愛する（一）」、谷川俊太郎「顔又はドンフアンの死」
１-２ 1959年10月 野上彰「夕立」、田中澄江「愛する（二）」、真船豊「目覚時計」
１-３ 1959年11月 北条秀司「朱雀門の鬼」、内村直也「今昔隅田川」、大林清「あの波の果てまで」
１-４ 1959年12月 安部公房「日本の日蝕」、城山三郎「壁」、石原慎太郎「この情報を買ってくれ（Ⅰ・Ⅱ）」
２-１ 1960年１月 石原慎太郎「この情報を買ってくれ（Ⅲ・Ⅳ）」
２-２ 1960年２月 内村直也「追跡」、橋本忍「私は貝になりたい」「いろはにほへと」
２-３ 1960年３月 水木洋子「もず」、高木彬光「朱の奇跡」
２-４ 1960年４月 佐々木基一「愛人」、水木洋子「もず（第二回）」
２-５ 1960年５月 新藤兼人「おばあちゃん」
２-６ 1960年６月 内村直也「迷暗」
２-７ 1960年７月 羽仁進「家出する時」
２-９ 1960年10月 村山知義「多ぜいの妻」
２-10 1960年11月 新藤兼人「穴」
２-11 1960年12月 石原慎太郎「降霊」、城山三郎「サンド・ストーム」
３-２ 1961年２月 大島渚「青春の深き淵より」、谷川俊太郎「電話」
３-４ 1961年４月 長谷川龍生・井田一衛「１０円玉」
３-５ 1961年５月 木下順二「口笛が冬の空に」、村上元三「散らで残れる」、河野典生「きみの出会った男」
３-６ 1961年６月 谷川俊太郎「あなたは誰でしょう」

３-７ 1961年７月 渡辺淳一「人工心肺」、八木柊一郎「曲り角でこんにちわ」、寺山修司「家族あわせ」、
藤本義一「室内楽」

３-９ 1961年９月 井上廈「テロロジカ」、谷川俊太郎「死ぬ」、矢代静一「うらおもて」
３-10 1961年10月 小林勝「市民の皆さん　お宅はすきだらけです」
３-11 1961年11月 木下恵介「流し雛」、水尾比呂志「いつも」
３-12 1961年12月 開高健・角谷定夫・内田栄一「百米道路」、坂上弘「ある休暇」
４-１ 1962年１月 長谷川龍生「かつおのえぼし」、藤本義一「背と腹」
４-２ 1962年２月 宇野信夫「恋と袈裟」
４-３ 1962年３月 谷川俊太郎「りんご」
４-４ 1962年４月 飯沢匡「「私の秘密」以後」、内村直也「星を眺める最後の夜」
４-９ 1962年９月 伊馬鵜平「夕餉前」、清水邦夫「天才の秘密」、藤本義一「街から来て村を通って街へ」
４-11 1962年11月 新藤兼人「断層」、谷川俊太郎「祭」
４-12 1962年12月 藤本義一「可愛い恋人」
５-１ 1963年１月 田中澄江「あの島はもうない」、水木洋子「日々の平安」
５-２ 1963年２月 城山三郎「汽車は夜９時に着く」
５-３ 1963年４月 高橋光子「世間」
５-４ 1963年５月 早坂暁「おかあさん（誕生）」、
５-５ 1963年６月 寺山修司「母がひとりで挽くコーヒー挽き機械」
５-７ 1963年８月 八木柊一郎「男嫌い」
５-８ 1963年９月 村上元三「江戸の鳥」
５-９ 1963年10月 高橋光子「夜」
５-11 1963年12月 田中澄江「一番から三番まで」、山崎正和「作戦’ 64」
６-１ 1964年１月 新藤兼人「わたしはもう歌わない」、藤本義一「四角い空」、安部公房「虫は死ね」
６-３ 1964年３月 早坂暁「雪の下」
６-４ 1964年４月 谷川俊太郎「終電まで」
６-10 1964年10月 福田善之「思いだしちゃいけない」
６-12 1964年12月 大島渚「家庭の幸福」
７-１ 1965年１月 椎名麟三「約束」、羽仁進「ふたたび五月が……」

７-２ 1965年２月 福田善之「異聞はがくれ」、水木洋子「あぶら照り」、大島渚「青春の深き渕より」、橋
本忍「いろはにほへと」、安部公房「日本の日蝕」

７-４ 1965年３月 宮本研「ふりむくなマリー」、早坂暁「聖火」
７-５ 1965年４月 安部公房「目撃者」「煉獄」「人命救助法」
７-８ 1965年７月 新藤兼人「おんな」
７-11 1965年10月 早坂暁「太陽がまぶしい」

表　『テレビドラマ』に掲載された主なシナリオ
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十
六

者
た
ち
の
脚
本
に
よ
る
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
し
ば
し
ば
「
難
解
」「
観
念
的）
40
（

」

と
い
う
語
で
評
さ
れ
て
も
い
た
よ
う
に
、
戦
後
大
衆
社
会
を
つ
く
り
上
げ
た

テ
レ
ビ
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
と
、
前
衛
的
芸
術
性
と
の
調
和
は
や
は
り
困
難

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
は
、
戦
後

活
躍
し
て
い
た
前
衛
的
な
作
家
、
文
学
者
た
ち
と
の
接
点
を
徐
々
に
失
っ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
少
な
く
と
も
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
六
〇
年
代
前
半
に
お
い

て
、
テ
レ
ビ
と
い
う
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
は
、
少
な
く
と
も
一
部
の
作
家
、
文

学
者
に
と
っ
て
は
、「
一
億
総
白
痴
化
」
を
促
す
装
置
と
は
別
の
可
能
性
を

帯
び
た
何
か
で
あ
っ
た
。
古
田
尚
輝
が
指
摘
す
る
よ
う
に
）
41
（

、
こ
の
時
期
と
重

な
る
一
九
五
八
〔
昭
和
三
三
〕
年
一
〇
月
か
ら
一
九
六
四
〔
昭
和
三
九
〕
年

一
〇
月
ま
で
は
、
松
竹
、
東
宝
、
大
映
、
新
東
宝
、
東
映
、
日
活
の
大
手
映

画
会
社
六
社
が
劇
映
画
の
テ
レ
ビ
放
送
へ
の
提
供
を
拒
否
し
た
期
間
で
も
あ

り
、
自
ず
と
各
テ
レ
ビ
局
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
制
作
能
力
や
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

の
価
値
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
作
家
、
文
学
者
の
か
か
わ
り
は
そ
う
し
た
状

況
と
も
関
連
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
上
に
、
そ
の
発
言
や
実
践
に
は

テ
レ
ビ
の
可
能
性
に
対
す
る
期
待
が
充
満
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
六
〇
年
代

前
半
の
テ
レ
ビ
文
化
黎
明
期
と
〈
文
学
〉
と
の
接
点
に
は
多
く
の
論
点
を
見

出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
論
点
を
整
理
す
る
と
、
ま
ず
、
作

家
や
文
学
者
の
テ
レ
ビ
視
聴
の
あ
り
様
や
、
テ
レ
ビ
受
容
を
分
析
す
る
よ
う

な
研
究
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
作
家
や
文
学
者
た
ち
が
こ
の
新
し
い
メ

デ
ィ
ア
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
評
価
／
批
判
し
た

の
か
、
あ
る
い
は
、
テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と
と
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
書
く
こ

と
が
連
動
し
た
場
合
、
そ
の
表
現
が
ど
れ
ほ
ど
の
密
度
を
持
っ
て
い
る
の
か

吟
味
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
作
家
、
文
学
者
が
テ

レ
ビ
出
演
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
メ
デ
ィ
ア
に
自
己
を
映
し
出
す
こ
と
に
対

す
る
感
覚
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
の
作
家
、
文
学
者
た
ち

の
発
言
や
自
作
解
説
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
映
像
資
料
を
確
認
し
て
そ
の

整
理
に
努
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
作
家
と
テ
レ
ビ
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
論
点
に
加
え
て
、
黎
明
期

の
テ
レ
ビ
文
化
と
〈
文
学
〉
と
の
接
点
は
、
作
家
や
文
学
者
た
ち
の
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
制
作
と
い
う
形
と
し
て
現
れ
る
と
こ
ろ
に
も
う
一
つ
別
の
大
き
な
論

点
が
見
出
せ
る
。
こ
の
時
期
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
も
様
々
な
表
現
の
水
準
が

見
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
日
本
文
学
の
名
作
が
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
を
通
じ

て
消
費
さ
れ
て
い
く
方
向
性
と
、
テ
レ
ビ
と
い
う
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
の
可
能

性
に
期
待
を
寄
せ
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
通
じ
て
表
現
を
模
索
す
る
方
向
性
が

見
ら
れ
る
。
た
だ
、
い
ず
れ
の
方
向
性
を
分
析
す
る
場
合
で
も
、
ま
ず
は
そ

の
映
像
資
料
の
確
認
が
前
提
と
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

と
も
あ
れ
、
当
時
の
映
像
資
料
の
確
認
を
急
ぎ
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か

ら
六
〇
年
代
前
半
の
テ
レ
ビ
文
化
黎
明
期
に
、
テ
レ
ビ
と
い
う
新
し
い
メ

デ
ィ
ア
を
通
じ
て
〈
文
学
〉
が
わ
た
し
た
ち
の
日
常
に
浸
透
し
、
と
き
に
そ
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十
七

の
中
で
消
費
さ
れ
、
と
き
に
日
常
を
揺
る
が
す
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
や
痕
跡
を

追
っ
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
具
体
的
に

言
え
ば
、
本
稿
で
紹
介
し
た
佐
々
木
基
一
、
椎
名
麟
三
、
安
部
公
房
ら
の
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
を
一
つ
一
つ
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
次
の
作
業
と
な
る
。
追
っ

て
報
告
し
た
い
。

註

（
１
）
概
し
て
こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
、
萩
原
滋
「
日
本
の
テ
レ
ビ
放
送
小

史
」（
萩
原
滋
編
『
テ
レ
ビ
と
い
う
記
憶  

テ
レ
ビ
視
聴
の
社
会
史
』
新
曜

社  

二
〇
一
三
年
二
月
）
に
よ
っ
た
。
テ
レ
ビ
の
普
及
率
に
つ
い
て
は
、

「
主
要
耐
久
消
費
財
の
普
及
率
（
全
世
帯
）」（
総
務
省
統
計
局
監
修
『
新

版  

日
本
長
期
統
計
総
覧  

第
４
巻
』
日
本
統
計
協
会  

二
〇
〇
六
年
一
二

月
）、
テ
レ
ビ
の
放
送
受
信
契
約
数
に
つ
い
て
は
、「
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
放
送
局
数
及
び
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
受
信
契
約
数
」（『
同  

第
５
巻
』

同
）
も
参
照
し
た
。

（
２
）
堀
江
秀
史
「
寺
山
修
司
の
テ
レ
ビ
メ
デ
ィ
ア
認
識
―
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ー

カ
イ
ブ
ス
発
掘
資
料
『
一
匹
』（1963

）
を
中
心
に
」（『
映
像
学
』

二
〇
一
一
年
五
月
）、
永
野
宏
志
「
電
子
メ
デ
ィ
ア
時
代
に
お
け
る
異
化

―
一
九
六
〇
年
前
後
の
安
部
公
房
の
テ
レ
ビ
脚
本
・
Ｓ
Ｆ
か
ら
『
砂
の
女
』

へ
―
」（『
日
本
近
代
文
学
』
二
〇
一
〇
年
一
一
月
）、
樋
口
尚
文
「
矩
形

の
荒
野
に
描
か
れ
た
天
才
画
―
清
張
原
作
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
史
論
」（『
松
本

清
張
研
究
』
二
〇
一
二
年
三
月
）
な
ど
。

（
３
）
こ
の
こ
と
は
、
北
村
充
史
『
テ
レ
ビ
は
日
本
人
を
「
バ
カ
」
に
し

た
か
？  

大
宅
壮
一
と
「
一
億
総
白
痴
化
」
の
時
代
』（
平
凡
社
新
書  

二
〇
〇
七
年
二
月
）
に
詳
し
い
。

（
４
）
北
村
充
史
『
テ
レ
ビ
は
日
本
人
を
「
バ
カ
」
に
し
た
か
？  

大
宅
壮
一

と
「
一
億
総
白
痴
化
」
の
時
代
』（
前
掲
）
参
照
。

（
５
）「
小
僧
の
神
様
」
は
Ｎ
Ｔ
Ｖ
で
一
九
五
七
年
四
月
二
日
午
後
八
時
か
ら

八
時
三
〇
分
ま
で
放
映
、「
細
雪
」
も
Ｎ
Ｔ
Ｖ
で
同
年
同
月
三
日
か
ら
六

月
二
六
日
に
か
け
て
毎
週
午
後
一
〇
時
一
五
分
か
ら
四
五
分
ま
で
全
一
三

回
放
映
さ
れ
た
。

（
６
）「
名
犬
リ
ン
チ
ン
チ
ン
」
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｖ
で
一
九
五
六
年
一
一
月
一
二
日

か
ら
一
九
六
〇
年
一
二
月
二
七
日
ま
で
毎
週
放
映
さ
れ
て
い
た
児
童
向
け

冒
険
西
部
劇
で
、
子
ど
も
た
ち
の
人
気
番
組
で
あ
っ
た
。「
口
笛
を
吹
く

男
」
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
一
九
五
六
年
七
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
六
日
ま
で
毎
週

放
映
さ
れ
て
い
た
。

（
７
）『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
何
を
伝
え
て
き
た
か  

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
カ
タ
ロ
グ

―
テ
レ
ビ
番
組
放
送
記
録
＋
番
組
小
史  1953

〜2008

』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
総

局
ラ
イ
ツ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
セ
ン
タ
ー  

二
〇
〇
八
年
二
月
）
参
照
。「
こ

ん
に
ゃ
く
問
答
」
は
一
九
五
四
年
一
二
月
一
五
日
か
ら
一
九
五
七
年
四
月

六
日
ま
で
毎
週
放
映
さ
れ
て
い
た
。

（
８
）
武
智
鉄
二
「『
恐
怖
時
代
』
に
つ
い
て
」（『
武
智
鉄
二
全
集
第
一
巻  

定
本
・
武
智
歌
舞
伎
①
歌
舞
伎
Ⅰ
』（
三
一
書
房  

一
九
七
八
年
一
一
月
）、

「
谷
崎
潤
一
郎
の
戯
曲
に
つ
い
て
」（『
同  

第
四
巻  

同
④
能
と
前
衛
』（
同  
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十
八

一
九
七
九
年
一
一
月
）、
森
彰
英
『
武
智
鉄
二
と
い
う
藝
術  

あ
ま
り
に
コ

ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
な
』（
水
曜
社  

二
〇
一
一
年
一
月
）
参
照
。

（
９
）『
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
全
史  1953

〜1994

』（
東
京
ニ
ュ
ー
ス
通
信
社  

一
九
九
四
年
五
月
）
参
照
。

（
10
）『
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
全
史  1953

〜1994

』（
前
掲
）
参
照
。

（
11
）
佐
々
木
欽
三
「
志
賀
直
哉
の
テ
レ
ビ
出
演
」（『
図
書
』
一
九
八
八
年

六
月
）
参
照
。

（
12
）「
う
ず
潮
」
は
一
九
六
四
年
四
月
六
日
か
ら
翌
年
四
月
三
日
に
か
け
て

毎
朝
八
時
一
五
分
か
ら
三
〇
分
ま
で
放
送
さ
れ
た
。

（
13
）
谷
崎
潤
一
郎
「
ラ
ヂ
オ
漫
談
」（『
毎
日
新
聞
』
朝
刊  

一
九
五
三
年
一

月
一
八
日
）、「
四
季
」（『
朝
日
新
聞  
Ｐ
Ｒ
版
』
一
九
六
二
年
五
〜
六
月
、

一
九
六
三
年
二
〜
三
月
、
九
月
）
な
ど
。
な
お
、「
四
季
」
に
つ
い
て
は

『
谷
崎
潤
一
郎
全
集  

第
十
九
巻
』（
中
央
公
論
社  
一
九
八
二
年
一
一
月
）

収
録
の
本
文
を
参
照
し
た
。

（
14
）『
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
７  

谷
崎
潤
一
郎
』（
新
潮
社  

一
九
八
五

年
一
月
）
に
こ
の
と
き
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.nhk.or.jp/archives/

）

上
の
放
送
番
組
表
参
照
。

（
16
）
一
九
六
六
年
一
〇
月
一
六
日
付
『
読
売
新
聞
』
朝
刊
の
テ
レ
ビ
欄
に

は
、「
テ
レ
ビ
ぎ
ら
い
で
知
ら
れ
る
作
家
の
川
端
康
成
氏
が
、
は
じ
め
て

本
格
的
に
テ
レ
ビ
の
画
面
に
登
場
す
る
」
と
あ
り
、
翌
週
二
二
日
に
Ｎ
Ｔ

Ｖ
の
番
組
「
す
て
き
な
夫
婦
」
に
フ
ィ
ル
ム
撮
影
と
い
う
形
で
川
端
が
登

場
す
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
番
組
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
女
優

の
望
月
優
子
夫
妻
の
仲
人
を
川
端
が
務
め
た
こ
と
か
ら
撮
影
に
応
じ
た
と

い
う
が
、
当
時
の
テ
レ
ビ
欄
を
確
認
す
る
と
、
実
際
に
そ
れ
が
放
送
さ
れ

た
の
は
二
二
日
で
は
な
く
、
二
九
日
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

（
17
）
長
谷
川
尚
「
川
端
康
成
の
テ
レ
ビ
出
演
」（
長
谷
川
泉
編
『
現
代
の
エ

ス
プ
リ  

川
端
康
成
』
至
文
堂  

一
九
六
九
年
四
月
）
参
照
。「
た
ま
ゆ
ら
」

は
川
端
康
成
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
の
た
め
に
書
き
下
ろ
し
た
作

品
で
、
一
九
六
五
年
四
月
五
日
か
ら
翌
年
四
月
二
日
に
か
け
て
毎
朝
八
時

一
五
分
か
ら
三
〇
ま
で
放
送
さ
れ
た
。

（
18
）
こ
の
番
組
は
一
九
六
八
年
一
〇
月
一
八
日
午
後
九
時
四
〇
分
か
ら

一
〇
時
一
〇
分
ま
で
放
送
さ
れ
た
。

（
19
）
こ
の
番
組
は
一
九
六
八
年
一
〇
月
一
九
日
の
午
前
八
時
三
〇
分
か
ら

九
時
三
〇
分
ま
で
放
送
さ
れ
、
川
端
と
芥
川
也
寸
志
と
の
対
談
は
中
継
録

画
放
送
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
当
日
の
『
読
売
新
聞
』
朝
刊
掲
載
の
テ
レ
ビ

欄
や
、
長
谷
川
尚
「
川
端
康
成
の
テ
レ
ビ
出
演
」（
前
掲
）
を
参
照
し
た
。

（
20
）「
式
の
模
様
を
宇
宙
中
継
」（『
朝
日
新
聞
』
夕
刊  

一
九
六
八
年
一
二

月
九
日
）
参
照
。

（
21
）「
テ
レ
ビ
・
ス
タ
ジ
オ
の
川
端
康
成
氏
」（『
週
刊
新
潮
』
一
九
六
一
年

四
月
一
〇
日
）
参
照
。

（
22
）
一
九
六
一
年
一
〇
月
三
〇
付
『
朝
日
新
聞
』
朝
刊
掲
載
の
テ
レ
ビ
欄

参
照
。

（
23
）
本
文
は
『
小
林
秀
雄
全
集  

第
十
三
巻  

人
間
の
建
設
』（
新
潮
社  
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十
九

二
〇
〇
一
年
一
一
月
）
を
参
照
し
た
。

（
24
）
佐
々
木
は
こ
の
論
考
の
中
で
、
加
藤
秀
俊
「
テ
レ
ビ
文
明
の
展
望
」

（『
中
央
公
論
』
一
九
五
八
年
二
月
）
を
参
照
し
な
が
ら
、
や
は
り
「
見
物

人
」
の
反
応
に
触
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
佐
々
木
は
、
こ
れ
に
続
く
論

考
「
映
画
と
テ
レ
ビ
―
現
代
芸
術
は
ど
う
な
る
か
（
８
）
―
」（『
群
像
』

一
九
五
八
年
八
月
）
で
、「
見
物
人
と
の
直
接
な
積
極
的
関
係
を
う
ち
た

て
、
画
面
か
ら
映
像
が
飛
び
出
て
、
見
物
人
の
心
に
不
安
や
感
動
や
認
識

を
よ
び
さ
ま
す
と
こ
ろ
に
、
テ
レ
ビ
独
自
の
面
白
さ
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
窓
」
で
は
そ
れ
を
実
践
し
た

こ
と
に
な
ろ
う
。

（
25
）
佐
々
木
基
一
「
額
ぶ
ち
の
破
壊
」（『
キ
ネ
マ
旬
報
』
一
九
五
八
年
九

月
一
日
）。

（
26
）
佐
々
木
基
一
「
テ
レ
ビ
禍
」（『
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
』
一
九
六
〇
年
四
月
）

参
照
。
放
送
さ
れ
た
台
本
に
不
満
を
持
っ
た
佐
々
木
は
、『
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
』

の
こ
の
号
に
自
身
で
改
稿
し
た
「
愛
人
」
の
台
本
を
掲
載
し
て
い
る
。

（
27
）
一
九
五
九
年
五
月
一
一
日
付
『
東
京
新
聞
』
テ
レ
ビ
欄
の
「
反
響
」

に
は
、
当
時
の
あ
る
視
聴
者
が
「
近
ご
ろ
考
え
さ
せ
ら
れ
る
ド
ラ
マ
で
、

見
ご
た
え
の
あ
っ
た
佳
作
」
と
感
想
を
寄
せ
て
お
り
、
和
田
勉
の
演
出
も

評
価
し
て
い
る
。

（
28
）
椎
名
麟
三
「
表
現
の
自
由
を
守
ろ
う
」（『
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
』
一
九
六
二

年
九
月
）
参
照
。

（
29
）
野
間
宏
「
思
想
の
結
晶
化  

椎
名
麟
三
・
作
「
そ
の
男
」
を
め
ぐ
る
問

題
」（『
キ
ネ
マ
旬
報
』
一
九
五
九
年
六
月
一
五
日
）。
他
に
も
、
野
間
は

「
視
覚
、
聴
覚
の
世
界
」（
初
出
不
明  

『
野
間
宏
全
集  

第
十
七
巻
』
筑
摩

書
房  

一
九
七
〇
年
一
二
月
）
の
中
で
、
佐
々
木
基
一
の
「
窓
」
を
高
く

評
価
し
て
い
る
。

（
30
）「
野
間
宏
、
初
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
」（『
朝
日
新
聞
』
朝
刊  

一
九
六
〇
年
三
月
一
六
日
）
参
照
。

（
31
）
本
文
は
『
野
間
宏
全
集  

第
十
七
巻
』（
前
掲
）
を
参
照
し
た
。

（
32
）「
石
の
顔
」
で
野
間
宏
と
和
田
勉
が
試
み
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
野
間

宏
「
衝
突
す
る
二
つ
の
世
界  

「
石
の
顔
」
は
何
を
生
ん
だ
か
」、「
和
田
勉

「「
石
の
顔
」
の
私
の
方
法
」（『
キ
ネ
マ
旬
報
』
一
九
六
〇
年
五
月
一
日
）

で
さ
ら
に
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
33
）
本
文
は
『
野
間
宏
全
集  

第
十
七
巻
』（
前
掲
）
を
参
照
し
た
。

（
34
）
花
田
清
輝
・
安
部
公
房
・
羽
仁
進
・
佐
々
木
基
一
・
中
原
佑
介
・
佐

藤
忠
男
・
柾
木
恭
介
「
ジ
ャ
ン
ル
の
総
合
化
と
純
粋
化
」（『
季
刊  

現

代
芸
術
』
一
九
五
九
年
六
月
）
参
照
。
安
部
公
房
は
、
本
文
で
取
り
上

げ
た
中
村
光
夫
と
の
対
談
「
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
時
代
と
芸
術
」（『
思
想
』

一
九
五
八
年
一
一
月
）
で
も
同
様
の
発
言
を
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
花
田

清
輝
も
「
テ
レ
ビ
と
小
説
―
テ
レ
ビ
に
お
け
る
総
合
芸
術
へ
の
期
待
に
つ

い
て
―
」（『
キ
ネ
マ
旬
報
』
一
九
五
九
年
三
月
一
日
）
で
、
テ
レ
ビ
を
通

じ
た
「
綜
合
芸
術
」
の
姿
を
模
索
し
て
お
り
、
実
際
に
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

「
就
職
試
験
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ  

一
九
五
九
年
七
月
二
四
日
午
後
九
時
〜
一
〇
時

放
送
）
の
脚
本
を
書
い
て
、
制
作
に
携
わ
っ
た
。



作家が見たテレビ（瀬崎） 64

二
十

（
35
）「
画
面
に
も
っ
と
空
想
を  

ド
ラ
マ
制
作
に
乗
り
出
す
安
部
公
房
氏
」

（『
報
知
新
聞
』
一
九
六
二
年
六
月
二
七
日
）、「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
に
異
色
ド
ラ
マ
」

（『
読
売
新
聞
』
夕
刊  

同
年
七
月
二
日
）、「
安
部
公
房
、
夢
と
取
組
む
」

（『
朝
日
新
聞
』
朝
刊  

同
年
同
月
一
四
日
）
参
照
。

（
36
）「〈
ド
ラ
マ
制
作
に
乗
り
出
す
安
部
公
房
氏
〉『
報
知
新
聞
』
の
談
話
記

事
」
の
解
題
（『
安
部
公
房
全
集
16
﹇1962

・4‐
1962

・11

﹈』
新
潮
社  

一
九
九
八
年
一
二
月
）
参
照
。

（
37
）「
安
部
公
房
氏
が
テ
レ
ビ
初
演
出
」（『
東
京
新
聞
』
一
九
六
二
年
一
一

月
二
三
日
）。

（
38
）「
審
査
員
選
後
評
（
椎
名
麟
三
）」（「
第
四
回
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
新
人
コ

ン
ク
ー
ル
入
選
作
発
表
」『
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
』
一
九
六
一
年
七
月
）
参
照
。

（
39
）
例
え
ば
、『
中
央
公
論
』（
一
九
六
六
年
九
月
）
の
特
集
「
テ
レ
ビ
時

代
の
実
態
」
に
寄
せ
ら
れ
た
山
本
明
「
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
の
思
想
」
や
、
民

放
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
匿
名
座
談
会
「
番
組
・
代
理
店
・
ス
ポ
ン
サ
ー
」
は
、

こ
う
し
た
状
況
を
物
語
っ
て
い
る
。

（
40
）
一
九
六
〇
年
一
〇
月
二
六
日
付
『
読
売
新
聞
』
朝
刊
の
「
テ
レ
ビ
週

評
」
に
お
け
る
椎
名
麟
三
作
「
自
由
へ
の
証
言
」
へ
の
評
や
、
同
じ
く

一
九
六
二
年
一
一
月
二
一
日
付
同
紙
同
記
事
に
お
け
る
安
部
公
房
作
「
モ

ン
ス
タ
ー
」
へ
の
評
な
ど
。

（
41
）
古
田
尚
輝
『『
鉄
腕
ア
ト
ム
』
の
時
代
―
映
像
産
業
の
攻
防
』（
世
界

思
想
社  

二
〇
〇
九
年
二
月
）
参
照
。

〔
付
記
〕テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
の
放
送
年
月
日
や
放
送
時
間
は
、『
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
全
史  1953

〜1994

』（
東
京
ニ
ュ
ー
ス
通
信
社  

一
九
九
四
年

五
月
）
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.nhk.

or.jp/archives/

）
上
の
放
送
番
組
表
、
当
時
の
新
聞
の
テ
レ
ビ

欄
等
を
参
照
し
た
。
な
お
、
本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（
課
題

番
号
２
５
７
７
０
０
８
４
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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二
十
一

作家が見たテレビ（瀬崎）

Television Which Writers Watched
− TV Drama as the Possibility−

Keiji SEZAKI
The TV culture began to spread among the daily life of men of letters from the 1950s to the 60s. 

A literary critic such as Kiichi Sasaki, writers like Rinzo Shiina Hiroshi Noma, and Kobo Abe would 

attach great hopes for the future to this new medium, and they would take the form of TV Drama 

work. The scenarios of writers who played active parts after the war and many descriptions about TV 

are found in the published magazine “TV drama” in those days.


